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諫
早
湾
干
拓
事
業
に
よ
る

深
刻
な
漁
業
被
害

諫
早
湾
干
拓
に
よ
る
漁
業
被
害
は
、

2
0
0
0
年
12
月
か
ら
の
赤
潮
の
大
発
生

に
よ
る
ノ
リ
養
殖
の
不
作
で
全
国
的
に
も

注
目
さ
れ
ま
し
た
。実
際
に
は
、1
9
9
7

年
4
月
の
潮
受
け
堤
防
閉
め
切
り
以
前
か

ら
、
諫
早
湾
内
の
タ
イ
ラ
ギ
漁
な
ど
に
深

刻
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
干
拓

事
業
の
た
め
に
、
多
く
の
魚
介
類
の
産
卵
・

生
育
場
所
で
あ
っ
た
3
5
0
0
ha
も
の
広

大
な
干
潟
・
浅
海
域
が
失
わ
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
潮
受
け
堤
防
に
よ
る
諫
早
湾
の
閉

め
切
り
が
有
明
海
の
潮
流
・
潮
汐
を
変
化

さ
せ
、
赤
潮
の
大
規
模
化
、
底
層
の
貧
酸

素
化
を
招
い
た
こ
と
に
よ
り
、
ノ
リ
養
殖

の
み
な
ら
ず
、
漁
船
漁
業
、
タ
イ
ラ
ギ
な

ど
の
採
貝
漁
業
に
深
刻
な
漁
業
被
害
を
も

た
ら
し
た
の
で
す
。

「
請
求
異
議
」
裁
判
の
問
題
性

今
回
、
最
高
裁
の
上
告
棄
却
に
よ
っ
て

確
定
し
た
請
求
異
議
は
、
2
0
1
0
年
に

福
岡
高
裁
が
下
し
た
「
開
門
」
確
定
判
決

に
つ
い
て
、農
水
省
側
が
、そ
の
後
の
事
情

変
更
を
理
由
と
し
て
、
確
定
判
決
の
強
制

執
行
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
訴

え
た
も
の
で
す
。
福
岡
高
裁
で
の
差
し
戻

し
審
判
決
で
は
、
有
明
海
の
漁
業
が
回

復
傾
向
に
あ
り
、
事
業
に
よ
る
漁
業
被

害
の
状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
う

国
の
主
張
が
認
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
漁
業
の
実
態
と
は
か
け
離

れ
た
事
実
認
定
で
あ
り
、
到
底
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
差
し
戻
し
審
判
決
は
、

2
0
1
0
年
の
「
開
門
」
確
定
判
決
が
、

「
仮
定
的
・
暫
定
的
な
利
益
衡
量
を
前
提

に
し
た
特
殊
な
判
決
」で
あ
る
と
解
釈
し

て
、
判
決
が
確
定
し
た
訴
訟
を
蒸
し
返

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
は
事
実
上
の
「
再

審
」で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
確

定
判
決
が
効
力
を
失
う
よ
う
で
は
、
司

法
そ
の
も
の
が
機
能
し
な
く
な
り
ま
す
。

国
の
ご
ね
得
を

最
高
裁
ま
で
認
め
て
し
ま
っ
た

差
し
戻
し
審
に
お
い
て
福
岡
高
裁
は
、

2
0
2
1
年
4
月
に
、
国
・
漁
業
者
双

方
に
、「
和
解
協
議
の
考
え
方
」
と
い

う
文
書
を
示
し
、「
紛
争
の
統
一
的
、総

合
的
か
つ
抜
本
的
な
解
決
」
の
た
め
に

和
解
協
議
を
行
い
、「
柔
軟
か
つ
創
造

性
の
高
い
解
決
策
を
模
索
す
る
」
こ
と

を
促
し
ま
し
た
。
し
か
し
国
側
は
一
切
、

話
し
合
い
に
は
応
じ
ず
、
た
だ
早
期
の

判
決
を
求
め
る
だ
け
の
姿
勢
で
し
た
。

結
果
と
し
て
、
福
岡
高
裁
は
、
和
解
協

議
に
抵
抗
し
続
け
た
国
側
の
請
求
異
議

を
認
め
る
判
決
を
下
し
、「
国
の
“
ご

ね
得
”
を
認
め
る
の
か
」（
熊
本
日
日

新
聞
社
説
）
と
の
批
判
を
浴
び
ま
し
た
。

今
回
の
最
高
裁
決
定
は
、
そ
の
“
ご
ね

得
”
判
決
に
対
す
る
漁
業
者
か
ら
の
上

告
を
門
前
払
い
に
し
た
も
の
で
、
諫
早

湾
干
拓
事
業
を
ゴ
リ
押
し
す
る
農
水
省

に
対
し
て
司
法
が
紛
争
解
決
の
責
任
を

放
棄
し
、
漁
業
者
を
見
殺
し
に
し
た
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
最
高
裁

決
定
に
対
し
て
、
山
口
祥
義
佐
賀
県
知

事
も
、「
確
定
判
決
に
従
わ
ず
、
和
解

協
議
に
も
応
じ
な
い
や
り
方
が
か
な
う

と
し
た
ら
法
治
国
家
と
は
何
な
の
か
考

え
ざ
る
を
得
な
い
」（
3
月
2
日
付
毎

日
新
聞
）
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
秋
か
ら
の

記
録
的
な
ノ
リ
の
大
不
作

2
0
0
0
年
冬
の
大
不
作
以
降
も
、

有
明
海
の
ノ
リ
養
殖
は
不
安
定
な
状
況

が
続
き
、
漁
業
者
の
必
死
の
努
力
で
生

産
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

2
0
2
2
年
秋
か
ら
の
漁
期
は
、
極
度

の
栄
養
塩
不
足
か
ら
佐
賀
県
、
福
岡
県

な
ど
で
深
刻
な
色
落
ち
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
佐
賀
県
東
部
や
福
岡
県
な
ど

は
、
そ
の
後
の
水
温
の
低
下
な
ど
で
ノ

リ
の
成
長
が
あ
る
程
度
回
復
し
ま
し
た

が
、特
に
佐
賀
県
西
南
部
の
漁
場
は
、数

年
間
に
わ
た
っ
て
不
漁
が
続
い
て
い
た

こ
と
も
あ
り
、漁
業
経
営
の
継
続
が
困
難

な
漁
業
者
が
続
出
し
て
い
ま
す
。漁
船
漁

業
や
採
貝
漁
業
の
不
振
は
さ
ら
に
深
刻

な
状
況
が
続
い
て
お
り
、多
く
の
漁
業
者

に
と
っ
て「
開
門
」は
、有
明
海
再
生
へ
の

最
後
の
希
望
を
つ
な
ぐ
も
の
な
の
で
す
。

漁
業
者
は
あ
く
ま
で
「
開
門
」
を

求
め
ま
す

今
回
の
最
高
裁
決
定
後
、
農
水
省
は
、

「
対
立
」
か
ら
「
協
働
」
へ
と
関
係
を

再
構
築
し
、
有
明
海
の
未
来
を
と
も
に

切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
、
話
し
合
い

に
よ
り
有
明
海
再
生
を
図
っ
て
い
く
」

と
す
る
大
臣
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。

農
水
省
は
従
来
同
様
、「
非
開
門
」
を

前
提
と
し
て
い
ま
す
が
、「
開
門
」以
外

の
再
生
策
は
、
2
0
0
0
年
以
降
、
さ

ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
実
施
さ
れ
て
き
て

お
り
、
そ
れ
で
も
漁
業
被
害
の
状
況
が

改
善
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情

で
す
。
漁
業
者
側
は
、
農
水
省
が
話
し

合
い
の
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
は
評
価
し
、

冷
静
な
話
し
合
い
の
中
で
、
農
業
者
や

周
辺
住
民
も
納
得
す
る
か
た
ち
で
の
「
開

門
」
を
実
現
し
、
本
当
の
意
味
で
の
有

明
海
再
生
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
す
。

引
き
続
き
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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本来、黒いはずのノリが茶色に変色し、成
長も悪い（2023 年 1 月、有明海福岡県沖）

1989 年 11 月 諫早湾干拓事業「起工式」。その後、潮受け
堤防工事進行とともに、タイラギ漁などへの
漁業被害が深刻化。

1997 年 4 月 潮受け堤防の閉め切り（いわゆるギロチン）。
2000 年 12 月 赤潮の大発生により福岡、佐賀、熊本、長崎

のノリ養殖に壊滅的な被害。
2002 年 11 月 事業による漁業被害を訴える漁業者が工事中

止と「開門」を求めて提訴。
2008 年 3 月 諫早湾干拓事業の工事終了。4 月 営農開始。

6 月 佐賀地裁が漁業者の訴えを認め「開門」
を命じる判決。7 月  国は福岡高裁に控訴。

2010 年 12 月 福岡高裁が国の控訴を退け、あらためて「開
門」を命じる判決。政府がこれを受け入れ、
国の「開門」義務が確定。

2011 年 4 月 「開門」に反対する農業者らが長崎地裁に「開
門」禁止を提訴。

2013 年 12 月 漁業者が「間接強制」（確定判決不履行に関
する制裁金支払い）申し立て。

2014 年 1 月 国が「開門」確定判決に対する「請求異議」
を佐賀地裁に申し立て。12 月 佐賀地裁がこ
れを棄却。国は福岡高裁に控訴。

2017 年 4 月 長崎地裁が「開門」禁止判決。国側は控訴し
なことを表明。

2018 年 7 月 福岡高裁が農水省側の「請求異議」を認める
判決。漁業者側は最高裁へ上告。

2019 年 9 月 最高裁が「請求異議」を認めた福岡高裁判決
を廃棄し、福岡高裁に審理を差し戻し。

2021 年 4 月 差し戻し審で福岡高裁は和解協議を提起。し
かし、農水省側は一切、応じず。

2022 年 3 月 差し戻し審で福岡高裁が農水省側の請求異議
を認める判決。漁業者は最高裁へ上告。

2023 年 3 月 最高裁が漁業者の上告を棄却。「開門」確定
判決の強制執行ができなくなった。

諫早湾干拓・請求異議訴訟で最高裁が漁業者の上告を門前払い！
それでも漁業者は話し合いを通じた「開門」による有明海再生を目指します

諫早湾干拓と「開門」判決をめぐる経過
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全
・
再
生
は
、
気
候
変
動
の
緩
和
と
適

応
に
必
要
不
可
欠
な
戦
略
で
す
。
ブ
ル

ー
カ
ー
ボ
ン
生
態
系
（
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
、
塩
性
湿
地
、
海
草
な
ど
）
を
取
り

上
げ
る
と
、
攪か
く
ら
ん乱
を
受
け
な
い
沿
岸
湿

地
で
は
長
期
的
な
炭
素
隔
離
速
度
は
熱

帯
雨
林
の
55
倍
で
あ
り
、
炭
素
貯
留
量

も
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
、
海
草
藻
場

5
1
2
ト
ン
、
塩
性
湿
地
9
1
7
ト
ン
、

そ
し
て
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
1
0
2
8
ト

ン
と
大
き
い
で
す
。ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
で
は
1
・
6
1

ギ
ガ
ト
ン
の
炭
素
貯
留
が
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
泥
炭
地
（
ピ
ー
ト
ラ

ン
ド
）
は
陸
地
面
積
の
3
％
で
す
が
、

少
な
く
見
積
も
っ
て
も
6
0
0
ギ
ガ
ト

ン
！
の
炭
素
を
貯
留
し
、
並
外
れ
て
効

果
的
な
陸
上
の
炭
素
貯
留
源
で
す
。
た

だ
、
排
水
が
行
わ
れ
乾
く
と
逆
に
炭
素

発
生
源
と
な
り
人
為
的
な
温
室
効
果
ガ

ス
の
約
4
％
を
占
め
ま
す
。
泥
炭
地
で

は
、
手
つ
か
ず
の
泥
炭
地
の
保
全
と
劣

化
し
た
泥
炭
地
の
再
生
と
い
う
双
方
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

●
ま
と
め

G
W
O
2
0
2
1
特
別
版
は
、
湿
地

の
保
全
と
再
生
が
、
気
候
変
動
危
機
と

生
物
多
様
性
危
機
へ
の
対
応
、

S
D
G
s
の
達
成
の
そ
れ
ぞ
れ
に
密
接

に
関
係
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ラ

ム
サ
ー
ル
条
約
の
使
命
は
、
今
日
さ
ら

に
差
し
迫
り
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
明
白

に
な
っ
た
（
4.2
）、
と
結
ん
で
い
ま
す
。

G
W
O
と
共
に
こ
の
特
別
版
も
大
い

に
活
用
し
、
湿
地
の
保
全
・
再
生
を
通

じ
、
世
界
が
直
面
す
る
課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

用
し
た
解
決
策
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
（
2.4
）、
人
権
を
湿
地
保
護
の
前
提

と
し
幅
広
い
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
関

与
が
進
む
（
2.5
）、
気
候
変
動
対
策
・

生
物
多
様
性
保
全
・
S
D
G
s
達
成
に

む
け
国
際
政
策
が
結
集
（
2.6
）、
と
い

う
点
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

●�

湿
地
の
賢
明
な
利
用
は
世
界
規
模
の

持
続
可
能
性
に
重
要
（
3
章
）

こ
こ
で
は
、
湿
地
の
賢
明
な
利
用
の

重
要
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
か
ら
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
湿
地
は
S
D
G
s
や

気
候
変
動
目
標
を
達
成
す
る
た
め
重
要

（
3.1
）、
人
々
の
健
康
と
生
業
は
湿
地
の

適
切
な
管
理
に
か
か
っ
て
い
る
（
3.2
）、

気
候
変
動
の
対
処
に
は
意
欲
的
な
湿
地

の
保
全
・
再
生
が
必
要
（
3.3
）、
農
業
・

都
市
開
発
・
湿
地
管
理
の
横
断
的
な
統

合
を
強
化
す
べ
き
（
3.4
）、
な
ど
が
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
2
つ
と
り
あ
げ
ま
す
。

ま
ず
は「
農
業
の
変
革
」で
す（
3.4
、2.3
）。

湿
地
喪
失
の
大
き
な
原
因
は
人
口
増
に

対
応
し
食
糧
供
給
に
あ
た
る
現
代
農
業

で
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
の
50
％
以

上
が
農
業
か
ら
負
の
影
響
を
受
け
、
世

界
の
淡
水
の
約
70
％
は
農
業
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
湿
地
の
消
失
傾
向
を
逆

転
す
る
に
は
「
農
業
の
改
革
」
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
持
続
可
能
で
な
い
農
業

に
よ
り
湿
地
が
被
害
を
受
け
れ
ば
、
や

が
て
農
業
自
体
も
悪
影
響
を
受
け
る
の

で
す
。

次
に
、
湿
地
と
気
候
変
動
と
の
関
係

で
す
（
3.3
、
2.2
）。
湿
地
生
態
系
の
保

2
0
2
3
年
2
月
に『
世
界
湿
地
概
況

2
0
2
1
特
別
版
』（
G
W
O
2
0
2
1

特
別
版
）
日
本
語
版
が
環
境
省
か
ら
発

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
2
0
1
8
年

に
発
表
さ
れ
た
『
世
界
湿
地
概
況
』

（
G
W
O
）を
補
完
し
、G
W
O
以
降
の

湿
地
の
評
価
や
科
学
的
知
見
を
引
用
し
、

最
新
の
湿
地
の
傾
向
、
賢
明
な
利
用
と

保
全
に
関
す
る
教
訓
、
湿
地
が
直
面
す

る
課
題
へ
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
活
用
、

を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
見
ど
こ
ろ
を
、

一
部
だ
け
で
す
が
紹
介
し
ま
す
。

●
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
（
1
章
、項
目
1.1
）

コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
に
よ
っ
て
、
湿
地

（
自
然
）に
ふ
れ
る
こ
と
が
精
神
面
を
含

む
健
康
に
重
要
、
生
物
多
様
性
の
喪
失

と
配
慮
な
い
野
生
動
物
取
り
引
き
が
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
を
起
こ
す
、
水
媒
介
の
疾

病
は
湿
地
管
理
が
不
備
な
と
こ
ろ
で
増

加
、
と
い
う
各
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
、

湿
地
を
保
全
し
生
物
多
様
性
を
保
護
す

る
こ
と
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
予
防
戦
略

に
な
る
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

●
G
W
O
後
の
動
き
（
2
章
）

項
目
だ
け
拾
う
と
、
世
界
で
は
湿
地

の
消
失
と
悪
化
が
続
く
（
2.1
）、
気
候

変
動
の
進
行
は
早
く
湿
地
や
人
々
へ
の

影
響
は
大
き
い
（
2.2
）、
農
業
が
湿
地

に
与
え
る
負
の
影
響
は
明
ら
か
（
2.3
）、

湿
地
の
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
は
自
然
を
活

特
定
非
営
利
活
動
法
人
野
鳥
や
ま
ぐ
ち
　
原
田
量
介

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
共
同
代
表
　
永
井
光
弘
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山
口
湾
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
を
め
ざ
し
て

『
世
界
湿
地
概
況
2
0
2
1
特
別
版
』を
活
用
し
よ
う
！

ラ
ヘ
ラ
サ

ギ
を
守
る

た
め
の
海

岸
清
掃
活

動
も
毎
年

行
っ
て
い

ま
す
。

ワ
イ
ズ

ユ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
関
係
漁
業
組
合
と
の
協
働

で
、
ア
サ
リ
の
復
活
な
ど
豊
か
な
漁
場

の
回
復
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

交
流
・
学
習
で
は
、
山
口
県
立
き
ら

ら
浜
自
然
観
察
公
園
が
隣
接
し
て
お
り
、

山
口
湾
の
自
然
を
生
か
し
た
環
境
学
習
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
の
拠
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
湾
は
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
を
め
ざ
し
、
2
0
2
1
年
3

月
、
鳥
獣
保
護
区
指
定
へ
の
要
望
書
を

山
口
市
長
へ
提
出
し
、
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
も
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
9
月
に
は
地
元
利
害
関

係
者
へ
の
説
明
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

指
定
案
の
縦
覧
、
10
月
に
は
県
環
境
保

全
審
議
会
鳥
獣
保
護
部
会
で
の
審
議
を

経
て
、2
0
2
2
年
11
月
よ
り
7
0
6
㏊

が
山
口
湾
鳥
獣
保
護
区
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
は
特
別
鳥
獣
保
護
区
へ
の
計
画

変
更
申
請
を
行
い
、
そ
の
後
、
国
指
定

の
鳥
獣
保
護
区
に
で
き
れ
ば
、
や
っ
と

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
へ
の
エ
ン
ト
リ

ー
が
で
き
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

山
口
湾
は
山
口
市
の
南
部
、
瀬
戸
内

に
面
し
た
場
所
に
あ
る
約
1
5
0
0
ha

の
小
さ
な
内
湾
で
す
。
満
潮
時
の
水
深

は
平
均
で
約
4
m
と
浅
く
、
大
小
5
本

の
河
川
が
流
れ
込
み
、
中
で
も
山
口
県

の
中
央
部
か
ら
流
れ
込
む
2
級
河
川
の

椹
野
川
河
口
周
辺
に
は
、
約
3
5
0
ha

の
干
潟
が
広
が
り
、
多
く
の
希
少
生
物

が
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
重
要

湿
地
5
0
0
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
口
湾
を
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に

求
め
ら
れ
る
国
際
的
な
基
準
で
見
る
と
、

基
準
2
に
お
い
て
は
、
チ
ュ
ウ
ヒ
、
カ

ブ
ト
ガ
ニ
、
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン
ボ
。
基
準

6
を
満
た
す
も
の
と
し
て
は
、
ク
ロ
ツ

ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
、
ズ
グ
ロ
カ
モ
メ
、
チ
ュ

ウ
シ
ャ
ク
シ
ギ
、
カ
ン
ム
リ
カ
イ
ツ
ブ

リ
。
中
で
も
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
は
毎

年
35
羽
前
後
が
飛
来
し
、
個
体
群
の
越

冬
地
と
し
て
は
日
本
で
の
北
限
で
す
。

条
約
の
基
盤
と
な
る
3
つ
の
柱
の
う

ち
、
保
全
・
再
生
で
は
、
椹
野
川
河
口

域
・
干
潟
自
然
再
生
協
議
会
が
主
体
と

な
り
、
産
・
学
・
官
・
民
が
一
体
と
な

っ
て
干
潟
・
藻
場
の
再
生
が
行
わ
れ
て

お
り
、
N
P
O
野
鳥
や
ま
ぐ
ち
他
共
催

団
体
、
企
業
の
協
力
に
よ
り
、
ク
ロ
ツ

クロツラヘラサギを守るための
海岸清掃（2021 年 11 年 20 日）

上：山口湾上部、下：山口湾下部

環境省のホームページからダ
ウンロードできます。https://
www.env.go. jp/nature/
ramsar/conv/pamph08/

「世界湿地概況 2021 特別版」
日本語版の表紙
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（公財）日本野鳥の会  主任研究員
浦　達也
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日本野鳥の会が作成した北海道宗谷地域北部を対象に
した鳥類と風力発電のセンシティビティマップ（左図）と
宗谷地域におけるガン・ハクチョウ類の渡り経路（右図）

霧
多
布
湿
原
は
、北
海
道
東
に
位
置
す

る「
浜
中
町
」に
あ
る
面
積
3
1
6
8
ha

の
湿
原
で
す
。
本
州
で
の
高
山
帯
で
見

ら
れ
る
ゼ
ン
テ
イ
カ
、
ワ
タ
ス
ゲ
、
ハ

ク
サ
ン
チ
ド
リ
、
ク
ロ
ユ
リ
な
ど
、
1

年
間
を
通
し
て
3
0
0
種
以
上
の
野
生

植
物
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
別
名
「
花

の
湿
原
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

タ
ン
チ
ョ
ウ
や
ア
カ
ア
シ
シ
ギ
な
ど
の

水
鳥
が
繁
殖
し
、
冬
季
に
は
コ
ク
ガ
ン

が
越
冬
す
る
な
ど
、
水
鳥
の
生
息
に
も

重
要
な
湿
地
の
た
め
、
1
9
9
3
年
に

は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
湿
原
の
周
辺
に
は
森
林
や

海
岸
な
ど
の
多
様
な
自
然
環
境
が
広
が

り
、
ヒ
グ
マ
や
ラ
ッ
コ
な
ど
、
多
く
の

動
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
森
・
湿
原
・

川
・
海
と
い
っ
た
自
然
環
境
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
地
域
は
全
国

的
に
も
珍
し
く
、
2
0
2
1
年
に
は
国

定
公
園
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
も
重
要
な
湿
地
で
あ
る
霧

多
布
湿
原
で
す
が
、
浜
中
町
は
昆
布
漁

を
中
心
と
し
た
漁
業
の
町
で
あ
り
、
約

60
年
前
ま
で
は
昆
布
を
運
ぶ
馬
を
湿
原

に
放
牧
し
て
い
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
湿
原
全
体
の
面
積
の
約

1
／
3
に
あ
た
る
1
2
0
0
ha
は
民
有

地
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
、
工
場

や
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
建
設
に
よ
る
埋

め
立
て
が
行
わ
れ
、
開
発
の
危
機
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
2
0
0
0
年
に

N
P
O
法
人
霧
多
布
湿
原
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ト
ラ
ス
ト
が
発
足
し
、
湿
原
の
民
有
地

を
買
い
取
り
開
発
の
危
機
か
ら
守
る

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
」
を
中

心
と
し
た
保
全
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

団
体
設
立
か
ら
の
22
年
間
で
、
霧
多
布

湿
原
内
と
そ
の
周
辺
域
1
0
7
3
ha
の

土
地
を
取
得
し
、
保
護
区
化
し
た
土
地

は
、
木
道
を
設
置
し
散
策
路
と
し
て
開

放
し
て
い
る
ほ
か
、
環
境
教
育
活
動
や

エ
コ
ツ
ア
ー
な
ど
の
普
及
啓
発
活
動
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
も
活
用
し
て
い
ま

す
。
ま
た
取
得
し
た
一
部
の
土
地
を
活

用
し
て
、
砂
利
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

た
昆
布
干
し
場
か
ら
湿
原
へ
の
復
元
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
霧
多
布
湿
原
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
は
「
湿
原
の
保
全
」「
湿

原
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
」「
湿
原
の
調
査
・

研
究
」
を
活
動
の
3
本
柱
と
し
て
、
霧

多
布
湿
原
を
次
世
代
に
残
す
た
め
の
保

全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

霧
多
布
湿
原
（
北
海
道
）

N
P
O
法
人
霧
多
布
湿
原
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト  

係
長
　
島
﨑
　
楽

左：霧多布湿原の眺め
下：湿原（薄緑色）
　　保全地（ピンク色）

全世界的に気候変動対策が求められる中、
日本でも2020年10月に菅総理（当時）が
2050年カーボンニュートラル宣言を行い、
以降、風力発電を含む再生可能エネルギー
の導入促進に向けた規制緩和が進められて
います。

こうした中、風力発電事業が増えるにつ
れ、立地によって野生動植物の生息環境や
景観など自然環境への影響が発生するよう
になっています。畦地啓太氏らによる論文

（2014）では、地域で環境紛争が発生した
59事業のうち、35事業（60％）が希少猛
禽類の生息地を巡る問題であり、最も多い
紛争発生理由でした。環境省の調査では、
環境アセスメント手続きの中で事業の見直
しなど厳しい環境大臣意見を出した24事
業のうち、重複はありますが21事業が猛禽
類の生息地、9事業が渡り鳥の移動ルート
に影響があるとして、厳しい意見の理由の
第1・2位になっています。このように、野
鳥とその生息環境は、風力発電施設の建設
にあたり、できる限り影響を配慮すべき対
象であることは明らかです。

日 本 野 鳥 の 会 のまとめでは、 国 内 で
2023年1月までに604羽のバードストライ
ク（野鳥が風車に衝突し死傷すること）の
発生を確認しています。発生数が多い順に
トビ94羽、オジロワシ73羽などタカ目210
羽、カモメ科68羽、カラス科43羽、カモ
科28羽、ウミスズメ科27羽などです。また、
同会では国内のいくつかの陸上風力発電施
設において大型の渡り鳥で障壁影響（風車
の存在により野鳥の渡りや移動ルートがこ

れまでと変化してしまうこと）が生じてい
ることをレーダー調査により確認していま
す。障壁影響を確認したのはカモ科のマガ
ン、コハクチョウ、タカ科のハチクマ、オ
ジロワシ、オオワシ、サシバ、ノスリです
が、日本では今後、洋上風力発電も増えて
いくため、海上を渡る鳥にどのように障壁
影響が生じるか懸念しています。海外の洋
上風力発電では生息地の移動（風車の存在
により海鳥の生息海域がこれまでとは別の
場所に余儀なく移動させられること）の発
生も確認されており、日本は海鳥の生息数
や生息海域が多いため、どのような影響が
生じるかも心配です。

今後、風力発電事業において野鳥への配
慮を進めていくには、まずは予防原則に基
づきながら、野鳥への影響が発生する可能
性がある場所や環境から離れた位置に風車
を設置することが重要ですが、それにはゾ
ーニング（あらかじめ風力発電の建設適地
または不適地を示す行政施策）やセンシテ

ィビティマップ（希少
種や風力発電に脆弱な
鳥の生息場所などを示
す地図）の活用と拡充
が重要です。また、事
業者自らによる配慮が
進むには、希少種の個体や生息環境に影響
を出した際の厳しい法的罰則規定を設ける
ことも必要と考えます。そして、山形県・
鶴岡市長が今年2月1日、同市加茂地区にあ
るラムサール条約登録湿地「大山上池・下
池」から2kmしかない場所に計画されてい
る（仮称）鶴岡加茂風力発電事業に対し、
野鳥保護を理由に事業計画の中止を申し入
れたように、豊かで希少な自然環境が残っ
ている場所に風力発電を建設すべきでない
という雰囲気が市民や行政機関の間でさら
に醸成されていくことが、事業者による環
境影響への配慮を促す最も重要な手段にな
ると考えています。

海岸に建つ風車に衝突死した
ミサゴ（撮影：佐々木正美氏、
2018 年 4 月 14 日）

福井県の北潟湖の近くに建つ風車群を避けて飛ぶ
マガンの群。色付点線 1 本がマガン 1 群（数百羽）
を指す（日本野鳥の会調べ）

風力発電が鳥類に与える影響とその配慮



4Ramnet-J Newsletter  Vol.51

ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。

入会申込方法
●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンライン
での入会も可能です。http://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォー
ム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライン
決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から） ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員

総会での議決権が
あります

総会での議決権が
ありません

一　般 1口 5,000円 1口 2,000円

団　体 1口 10,000円 1口 10,000円

特　別 50,000円 以上 30,000円 以上

企　業 − 1口 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

　湿地のグリーンウェイブ 2023 の開幕を告げるイベン
トをオンラインで開催します。今回は、OECM（Other 
effective area-based conservation measures： 保 護 地
域以外で生物多様性保全に資する地域）について、環境
省の担当者に講演をしていただくほか、湿地のグリーン
ウェイブ 2023 の登録団体が各地の湿地についてアピー
ルします。どなたでも Zoom でご参加いただけます。

●日　　時：2023 年4月8日（土）18:00 〜 20:00
●参加方法：オンライン（Zoom）
　　　　　　※要事前登録（参加費無料）
●参加登録： 以下のウェブフォームよりお申し込みくだ

さい。https://forms.gle/8BPF1jTvkVR2XeeG7
●プログラム
・ 基調講演「OECM と湿地の保全（仮題）」 

講師：石川拓也さん（環境省自然環境計画課）
・ 全国各地の湿地自慢：湿地のグリーンウェイブ 2023 登

録団体による湿地や保全活動の紹介
●お問い合わせ：ラムネット J　info ramnet-j.org

●
諫
早
「
干
潟
を
守
る
日
」
集
会
「
考
え

よ
う
、
私
た
ち
に
出
来
る
こ
と
。
─
諫
早

湾
閉
め
切
り
26
年
─
」
4
月
15
日
（
土
）

13
時
30
分
、
諫
早
市
民
セ
ン
タ
ー
（
長

崎
県
諫
早
市
）。
裁
判
の
現
状
報
告
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ラ
イ
ブ
、
意
見
交
換
な

ど
。
資
料
代
5
0
0
円
。
主
催
：「
干
潟

を
守
る
日
2
0
2
3
i
n
諫
早
」
実
行
委

員
会
。
問
い
合
わ
せ
：
T
E
L
／
F
A
X 

0
9
5
7-
2
5-
2
3
2
8
（
高
谷
）

●
た
ま
し
ま
干
潟
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
た

ま
し
ま
の
未
来
に
渡
り
鳥
の
集
う
干
潟
を

残
し
た
い
～
な
ぜ
今
干
潟
な
の
か
～
」
5

月
13
日
（
土
）
13
時
、
玉
島
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
交
流
棟
2
階
第
2
会
議
室
（
岡
山

県
倉
敷
市
）。
和
田
太
一
氏
（
南
港
ウ
ェ

ッ
ト
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
）
の
講
演
な
ど
。

参
加
費
無
料
、
要
事
前
申
し
込
み
。
主
催
：

た
ま
し
ま
干
潟
と
鳥
の
会
。https://

tam
ashim

ahigata.w
ixsite.com

/w
ebsite

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　

登
録
団
体
が
配
布
す
る
湿
地
の
グ
リ
ー

ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
2
3
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
は
、
各
団
体
の
活
動
紹
介
の
ほ
か
、
生

物
多
様
性
条
約
C
O
P
15
で
採
択
さ
れ
た

新
し
い
世
界
目
標
や
、
日
本
語
版
も
発
行

さ
れ
た
「
世
界
湿
地
概
況
2
0
2
1
特
別

版
」
に
つ
い
て
の
解
説
記
事
な
ど
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
団
体
が
期
間
中
に
実

施
す
る
登
録
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報

は
、
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.ram

net-j.
org/gw

/
）
に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

　
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
は
生
物
多
様

性
条
約
事
務
局
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
始

ま
っ
た
生
物
多
様
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
国
際
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。
こ
の

取
り
組
み
を
あ
ら
ゆ
る
湿
地
に
広
げ
る
た

め
に
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
毎
年
5
月
22

日
の
「
国
際
生
物
多
様
性
の
日
」
を
中
心

に
、「
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」
と

し
て
登
録
団
体
を
募
っ
て
湿
地
保
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

2
0
2
3
」
と
し
て
、
4
月
か
ら
7
月
に

か
け
て
、
自
然
観
察
会
、
田
植
え
、
清
掃

活
動
、
外
来
生
物
の
駆
除
、
学
習
会
な
ど

の
登
録
イ
ベ
ン
ト
が
全
国
各
地
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
4

月
8
日
に
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ

2
0
2
3
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
す
（
左
欄
参
照
）。

湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
2
3
開
催
!

水
の
つ
な
が
り
、
命
の
つ
な
が
り
。

湿地のグリーンウェイブ
2023のリーフレット

　ラムネット J は 4 月から新年度となります。会員の皆
さまには 2023 年度の年会費の納入をお願いします。会
員種別ごとの金額、振込先などは下の入会案内にありま
す。会員の方にはこのニュースレターとともに郵便振替
用紙をお送りしましたのでご利用ください。

クレジットカードでの会費納入は�
PaypalからSyncableに移行します

　クレジットカードによるオンラインでの会費納入は、
これまで Paypal（ペイパル）のご利用をお願いしており
ましたが、2023 年度からは Syncable（シンカブル）を
ご利用ください。Syncable は手軽で分かりやすい、会
費や寄付金などの決済サイトです。以下の URL から「年
会員になる」を選んで、画面に従って操作してください。

https://syncable.biz/associate/RamnetJ

2023年度ラムネットJ会費納入のお願い

湿地のグリーンウェイブ2023 
キックオフミーティング



■
ツ
ル
の
現
況

出
水
市
で
は
毎
年
1
万
羽
を
超
え
る

ツ
ル
が
渡
来
し
ま
す
。
種
は
主
に
ナ
ベ

ヅ
ル
と
マ
ナ
ヅ
ル
で
、
ナ
ベ
ヅ
ル
は
世

界
の
推
定
生
息
数
の
約
8
割
、
マ
ナ
ヅ

ル
は
約
4
割
が
出
水
で
越
冬
し
ま
す
。

そ
の
他
少
数
羽
で
す
が
ク
ロ
ヅ
ル
や
カ

ナ
ダ
ヅ
ル
、
雑
種
の
ナ
ベ
ク
ロ
ヅ
ル
が

毎
年
越
冬
し
、
さ
ら
に
ア
ネ
ハ
ヅ
ル
、

ソ
デ
グ
ロ
ヅ
ル
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
来
る

年
も
あ
り
ま
す
。
ツ
ル
の
羽
数
調
査
は

地
元
の
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
60
年

以
上
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
羽
数

が
多
い
だ
け
で
な
く
越
冬
す
る
ツ
ル
の

ほ
と
ん
ど
が
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
こ
と

や
世
界
15
種
の
ツ
ル
の
う
ち
毎
年
5
～

7
種
を
観
察
で
き
る
こ
と
等
も
、
出
水

が
ツ
ル
の
越
冬
地
と
し
て
重
要
な
要
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

絶
滅
危
惧
種
が
一
極
集
中
す
る
こ
と
は

種
に
と
っ
て
大
き
な
リ
ス
ク
で
あ
り
、

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生

だ
け
で
な
く
、
食
害
や
畦あ
ぜ

を
壊
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
で
地
元
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い

ま
す
。
こ
の

よ
う
な
課
題

を
解
決
す
る

た
め
に
、
国
、

県
、
市
が
協

力
し
て
給
餌

量
の
削
減
を
行
い
、
ツ
ル
の
分
散
や
新

越
冬
地
形
成
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
さ

ら
に
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
や
湿

地
自
治
体
に
認
証
さ
れ
た
こ
と
で
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

■�

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
と

湿
地
自
治
体
認
証

2
0
2
1
年
11
月
、
出
水
市
で
は
ツ

ル
が
多
く
越
冬
す
る
荒
崎
、
東
干
拓
を

中
心
に
4
7
8
ha
が
「
出
水
ツ
ル
の
越

冬
地
」
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

に
登
録
さ
れ
、
2
0
2
2
年
に
は
日
本

で
初
め
て
出
水
市
と
新
潟
市
が
湿
地
自

治
体
と
し
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。
登
録

さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
は
高
尾

野
川
の
一
部
を
除
き
全
て
田
ん
ぼ
で
す
。

出
水
市
に
は
後
背
地
の
山
と
八
代
海
の

間
に
広
が
る
出
水
平
野
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
扇
状
地
の
特
徴
と
し
て
山
か
ら

の
水
が
伏
流
水
と
な
り
扇
端
で
地
表
に

湧
き
出
て
き
ま
す
。「
出
水
ツ
ル
の
越

冬
地
」
は
こ
の
扇
端
に
位
置
し
江
戸
時

代
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
3
0
0
年
か
け

て
干
拓
さ
れ
て
き
た
場
所
で
す
。
干
拓

と
い
う
と
湿
地
の
破
壊
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
も
あ
り
ま
す
が
、
出
水
で
は
田
ん
ぼ

と
し
て
利
用
さ
れ
た
た
め
、
農
地
法
に

よ
り
越
冬
地
を
含
む
一
帯
が
開
発
か
ら

守
ら
れ
て
お
り
、
60
年
前
と
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
風
景
が
現
在
も
広
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
は
野
鳥
が
多

く
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
が
訪
れ
ま
す
。
出
水
市
ツ
ル

博
物
館
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
で
は

市
内
の
子
ど
も
た
ち
と
荒
崎
で
「
田
ん

ぼ
の
学
校
」
と
い
う
講
座
を
開
催
し
、

田
ん
ぼ
の
生
物
を
調
べ
て
い
ま
す
。
毎

年
出
現
す
る
種
数
や
種
類
の
多
さ
に
、

田
ん
ぼ
は
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
米
を

供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
代
の
日
本

に
お
い
て
は
身
近
で
と
て
も
重
要
な
“
湿

地
”
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
今

後
、
賢
明
な
利
用
や
交
流
・
学
習
を
推

進
し
、
ツ
ル
の
集
中
化
に
よ
る
地
域
へ

の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
上
回
る
メ
リ
ッ
ト
を

生
み
出
す
仕
組
み
を
作
り
、
ま
た
、
湿

地
自
治
体
に
認
証
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

登
録
対
象
地
域
だ
け
で
な
く
市
全
体
で

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
す
る
こ
と
で
、
よ
り

円
滑
に
湿
地
の
保
全
や
利
活
用
が
進
む

と
思
わ
れ
ま
す
。

■
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

2
0
2
2
年
冬
、
出
水
市
で
は
ツ
ル

と
養
鶏
に
過
去
最
大
の
規
模
で
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
ま
し
た
。
ツ
ル
に
関
し
て
は

今
回
6
回
目
の
発
生
で
（
初
回

2
0
1
0
年
冬
）、約
1
5
0
0

羽
の
ツ
ル
を
回
収
し
ま
し
た
。

一
方
、
養
鶏
は
市
の
基
幹
産
業

で
も
あ
り
、
2
0
1
0
年
冬
に

発
生
し
て
以
降
、
徹
底
し
た
防

疫
対
策
を
講
じ
感
染
を
防
い
で

い
た
も
の
の
、
2
0
2
2
年
冬

は
ツ
ル
と
同
様
過
去
最
大
の
羽
数
が
殺

処
分
さ
れ
ま
し
た
。

■
ま
と
め

近
年
世
界
各
地
で
の
高
病
原
性
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
状
況
を
見
る
と
、

今
後
ツ
ル
の
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
発
生
の
リ
ス

ク
を
下
げ
る
に
は
給
餌
量
を
減
ら
し
、

他
所
へ
の
分
散
を
促
す
こ
と
が
必
要
で

す
が
、
昨
年
度
ま
で
は
市
内
お
よ
び
近

隣
地
域
へ
の
分
散
が
進
ん
だ
だ
け
で
、

他
所
で
の
越
冬
地
形
成
ま
で
は
い
た
っ

て
い
ま
せ
ん
。
市
内
分
散
が
広
が
る
こ

と
で
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防

疫
に
ど
う
影
響
が
出
る
か
は
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
食
害
等
今
ま
で
越
冬
地
周
辺

限
定
だ
っ
た
課
題
が
広
が
る
懸
念
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
出
水
で
は

学
生
を
は
じ
め
長
年
ツ
ル
の
保
護
活
動

に
携
わ
っ
て
い
る
多
く
の
方
々
が
い
ま

す
。
皆
で
協
力
し
て
、
ツ
ル
が
来
る
湿

地
を
保
全
・
再
生
し
、
賢
明
な
利
用
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
ツ
ル
だ
け
で
な
く

多
く
の
生
き
物
や
人
に
や
さ
し
い
豊
か

な
環
境
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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荒崎ツル観察センターとマナヅル

ラムサール条約湿地「出水ツルの越冬地」と湿地自治体認証

ねぐら入り

「田んぼの学校」で生物を調べる子どもたち

地元の中学生によるツルの羽数調査



2

6
月
2
日
の
議
会
で
現
町
長
は
「
受
け

入
れ
前
提
を
白
紙
に
戻
す
つ
も
り
は
な

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

埋
め
立
て
に
よ
り
、
ハ
ナ
ノ
キ
だ
け

で
も
成
木
総
数
約
80
本
の
30
％
近
く
が

伐
採
さ
れ
、
重
要
湿
地
の
約
30
％
が
消

滅
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
全
策
と

し
て
“
ハ
ナ
ノ
キ
の
幼
木
移
植
と
育
苗
”

“
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
食
草
ヒ
メ
カ
ン
ア
オ

イ
の
卵
塊
移
植
”
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
す
べ
て
J
R
主
導
で
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。

御
嵩
町
は
重
要
湿
地
の
保
全
方
針
と

し
て
、“
高
木
の
多
い
ハ
ナ
ノ
キ
群
生

地
は
更
新
”
し
、
歩
道
整
備
、
保
全
グ

ル
ー
プ
の
設
立
、
イ
ベ
ン
ト
活
用
等
を

検
討
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
担

当
は
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
室
」
で

は
な
く
「
リ
ニ
ア
対
策
室
」
で
す
。
自

ら
は
植
生
等
の
実
態
把
握
を
し
な
い
ま

ま
、
J
R
に
追
随
し
て
い
る
点
に
不
安

を
抱
か
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
国
際

的
な
生
物
多
様
性
へ
の
取
り
組
み
に
逆

行
す
る
、
湿
地
を
残
土
で
埋
め
立
て
る

こ
と
自
体
を
止
め
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

＊
1　

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類

＊
2　

環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
準
絶
滅
危
惧

イ
（
国
V
U
）、
ハ
チ

ク
マ
（
国
N
T
）
な
ど

の
営
巣
地
と
し
て
観
察

が
続
け
ら
れ
て
き
た
フ

ィ
ー
ル
ド
で
す
。

2
0
1
6
年
、
環
境

省
の
「
日
本
の
重
要
湿

地
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
昨
年

（
2
0
2
2
年
）
メ
デ
ィ
ア
が
明
る
み

に
出
す
ま
で
の
6
年
間
、
町
は
そ
の
こ

と
を
伏
せ
て
い
ま
し
た
。

J
R
は
、
環
境
影
響
評
価
に
配
慮
し

“
重
要
湿
地
を
回
避
す
る
”
と
方
法
書

で
謳う
た

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
な
ぜ
ト
ン

ネ
ル
残
土
の
処
分
場
予
定
地
と
な
り
、

回
避
さ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ

れ
は
、
リ
ニ
ア
の
ト
ン
ネ
ル
地
上
部

（
1
5
0
m
）
か
ら
、
公
道
に
出
る
こ

と
な
く
残
土
処
理
で
き
る
絶
好
の
場
所

に
あ
る
か
ら
で
す
。
自
然
へ
の
配
慮
よ

り
、
経
済
性
と
効
率
を
最
優
先
し
て
い

る
の
で
す
。

ト
ン
ネ
ル
残
土
は
、
民
有
地
の
候
補

地
A
と
町
有
地
の
候
補
地
B
合
わ
せ
て

平
場
面
積
13
ha
（
法
面
を
含
め
る
と

23
ha
）
に
90
万
m3
を
埋
め
る
計
画
で
す
。

候
補
地
A
は
高
さ
85
m
の
盛
り
土
、
候

補
地
B
は
重
金
属
等
を
含
む
“
要
対
策

土
”
50
万
m3
の
遮
水
型
恒
久
残
土
処
分

場
が
予
定
さ
れ
、
地
元
住
民
の
不
安
は

募
る
ば
か
り
で
す
。

2
0
2
2
年
度
、
町
民
の
不
安
を
払

拭
す
る
目
的
で
6
回
に
及
ぶ
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
ま
で
平

行
線
の
ま
ま
で
し
た
が
、
2
0
2
3
年

“
美
佐
野
ハ
ナ
ノ
キ
湿
地
群
”
は
、

岐
阜
県
可
児
郡
御
嵩
町
の
東
南
部
、
押

山
川
と
木
屋
洞
川
の
2
つ
の
川
に
挟
ま

れ
た
丘
陵
地
帯
に
あ
り
、
面
積
1
0
0

～
5
0
0
m2
程
の
小
湿
地
が
20
カ
所
以

上
点
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
海
地
方
の
固
有
種
で
あ
る
ハ
ナ
ノ

キ（
国
V
U1
＊

）、シ
デ
コ
ブ
シ（
国
N
T2
＊

）

の
町
内
最
大
の
群
生
地
で
あ
り
、
湿
地

に
は
ミ
カ
ワ
バ
イ
ケ
イ
ソ
ウ（
国
V
U
）、

ク
ロ
ミ
ノ
ニ
シ
ゴ
リ
、
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ

ド
キ
、
ヒ
メ
コ
ヌ
カ
グ
サ
（
国
N
T
）、

ミ
ズ
ギ
ボ
ウ
シ
、
サ
ワ
シ
ロ
ギ
ク
、
カ

ザ
グ
ル
マ
（
国
N
T
）
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。

ヒ
メ
タ
イ
コ
ウ
チ
（
国
N
T
）、
ア
カ

ハ
ラ
イ
モ
リ
（
国
N
T
）、ギ
フ
チ
ョ
ウ

（
国
N
T
）、
な
ど
も
生
息
し
、
鳥
類
で

は
15
年
以
上
前
か
ら
サ
シ
バ（
国
V
U
）、

ミ
ゾ
ゴ
イ（
国
V
U
）、サ
ン
シ
ョ
ウ
ク

可
児
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ 

調
査
員
　
篭
橋
ま
ゆ
み
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ハ
ナ
ノ
キ
湿
地
群
と
リ
ニ
ア
残
土
問
題

美佐野ハナノキ自生地の概略図

美佐野処分場予定地のハナノキ

美佐野湿地の様子

岡
山
県
倉
敷
市
の
沿
岸
部
、
高
梁
川

河
口
干
潟
も
有
す
る
玉
島
地
域
で
活
動

す
る
私
た
ち
は
、
自
然
の
干
潟
に
見
る

こ
と
の
少
な
い
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
を
、人

工
島
の
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に

現
在
着
工
中
の
、
浚
渫
土
を
入
れ
て
い

る
埋
め
立
て
地
で
観
察
し
て
い
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
調
査
を
進
め
て

い
く
と
、
こ
の
場
所
に
は
、
環
境
回
復

事
業
と
し
て
10
ha
の
人
工
干
潟
の
造
成

計
画
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
地
元
の
人
で
も
知
る
人
は

少
な
く
、
計
画
も
凍
結
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
を
少

し
で
も
前
進
さ
せ
、
ま
た
多
様
な
生
物

の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
に
と
タ
カ

ラ
・
ハ
ー
モ
ニ
ス
ト
フ
ァ
ン
ド
の
活
動

助
成
を
受
け
、
干
潟
の
生
き
も
の
観
察

会
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
。

締
め
く
く
り
と
し
て
世
界
渡
り
鳥
の
日
、

5
月
13
日
に
「
た
ま
し
ま
の
未
来
に
渡

り
鳥
の
集
う
干
潟
を
残
し
た
い
!!
～
な

ぜ
今
干
潟
な
の
か
～
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
を
お
願
い
し

た
南
港
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の

和
田
太
一
理
事
か

ら
は
干
潟
の
基
本

的
な
こ
と
や
生
物

の
生
態
に
つ
い
て
、

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ

の
守
屋
年
史
研
究

員
か
ら
は
シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
の
渡
り

の
説
明
や
危
機
的
な
状
況
、
港
湾
空
港

技
術
研
究
所
の
桑
江
朝
比
呂
領
域
長
か

ら
は
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
の
食
性
か
ら
み

た
人
工
干
潟
の
保
全
や
再
生
、
創
造
等

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
と
し
、
ふ
く
お
か
湿
地
保
全
研

究
会
の
小
山
内
朝
香
氏
と
ラ
ム
ネ
ッ
ト

J
か
ら
柏
木
実
氏
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に

迎
え
、
異
な
る
分
野
の
専
門
家
と
、
各

地
で
湿
地
保
全
に
取
り
組
み
活
動
し
て

い
る
参
加
者
と
の
ク
ロ
ス
ト
ー
ク
も
あ

り
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
か
ら
も
、
わ
か
り
や

す
か
っ
た
、
面
白
か
っ
た
、
干
潟
を
残

し
て
ほ
し
い
な
ど
の
声
が
あ
り
、
好
意

的
な
意
見
が
多
か
っ
た
で
す
。

シ
ン
ポ
の
内
容
は
地
元
紙
・
山
陽
新

聞
で
も
報
じ
て
い
た
だ
き
多
く
の
人
の

知
る
と
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は

定
期
的
な
観
察
会
の
開
催
や
、
行
政
、

企
業
等
を
巻
き
込
ん
だ
新
た
な
展
開
に

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会場のホワイトボードに描いた
野鳥のイラスト

た
ま
し
ま
の
未
来
に
渡
り
鳥
の
集
う
干
潟
を
残
し
た
い
!!

～
な
ぜ
今
干
潟
な
の
か
～
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
2
3  

イ
ベ
ン
ト
報
告

た
ま
し
ま 

干
潟
と
鳥
の
会
　
西
井
弥
生

パネルディスカッションの様子

主　催：たましま 干潟と鳥の会
日　時：5 月 13 日（土）13：00 〜 16：00
場　所：玉島市民交流センター（倉敷市）
参加者： 67 名（会場参加 34 名、オンライ

ン 33 名）



ネ
ッ
ト
J
：
永

井
）
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

他
方
、
韓
国
か

ら
は
、「
洛
東

江
河
口
の
危
機

と
韓
・
日
市
民

社
会
の
協
力
強

化
」
の
報
告

（
K
W
N
N
：

パ
ク
・
チ
ュ
ン

ロ
ク
さ
ん
）、

「
金
海
・
花
浦

川
湿
地
の
現
況

と
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
の
報
告
（
イ
・
チ
ャ

ヌ
さ
ん
）、「
セ
マ
ン
グ
ム
開
発
政
策
と

保
存
運
動
」
の
報
告
（
K
W
N
N
：
オ
・

ド
ン
ピ
ル
さ
ん
）
が
あ
り
ま
し
た
。
湿

地
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
、
で
き
る
だ
け
コ

ウ
ノ
ト
リ
に
寄
せ
た
報
告
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
晩
の
懇
親
会
で
は
、
日
本
と
韓

国
、
湿
地
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
い
う
い
ろ

い
ろ
な
関
係
者
が
お
互
い
に
情
報
交
換

す
る
場
が
で
き
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら

楽
し
く
交
流
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
は
、
め
い
め
い
の
グ
ル
ー
プ
が
、

そ
れ
ぞ
れ
完
成
し
た
佐
護
地
区
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
巣
塔
見
学
や
、
環
境
省
・
対
馬

野
生
生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
（
ツ
シ
マ
ヤ

マ
ネ
コ
の
保
護
を
し
て
い
ま
す
）
の
見

学
な
ど
を
行
い
、
そ
の
後
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。

来
年
の
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
韓
国

で
対
面
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
開

催
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
テ
ー
マ
選
定
の

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
3 Ramnet-J Newsletter  Vol.52

コウノトリの巣塔

日
韓
N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、日

本
の
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
と
韓
国
の
韓
国
湿

地
N
G
O
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
K
W
N
N
）

が
、
毎
年
交
替
で
主
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
時
々
の
両
国
の
湿
地
に
か
か
わ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
と
り
あ
げ
、
情
報

交
換
・
意
見
交
換
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
日
本
主
催
で
、
2
0
2
3
年
3
月

25
日
、
26
日
に
長
崎
県
対
馬
市
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
、
例
年
と
は
2
点
違
っ
た
点
が

あ
り
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
開
催
時
期

が
年
度
終
わ
り
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

2
0
2
2
年
中
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

C
O
P
14
（
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
／
武
漢
）、

生
物
多
様
性
条
約
C
O
P
15
（
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
／
昆
明
）
と
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト

J
と
関
連
す
る
国
際
会
議
が
立
て
続
け

に
開
催
さ
れ
、
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め

で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
野
生
復
帰
を
進
め
る
日
韓
の
N
G
O

と
共
催
し
た
こ
と
で
す
。
韓
国
コ
ウ
ノ

ト
リ
愛
の
会
と
日
本
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会

は
、
交
流
を
重
ね
な
が
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ

野
生
復
帰
促
進
事
業
を
進
め
て
き
て
お

り
、
今
回
、
対
馬
市
の
佐
護
地
区
に
共

同
で
巣
塔
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
日
本

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会
の
代
表
で
ラ
ム
ネ
ッ

ト
J
理
事
で
も
あ
る
佐
竹
節
夫
さ
ん
か

ら
お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
K
W
N
N
と

と
も
に
巣
塔
設
置
を
お
祝
い
す
る
意
味

も
か
ね
て
共
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

対
馬
に
渡
航
す
る
高
速
艇
に
つ
い
て

は
日
・
韓
と
も
に
コ
ロ
ナ
の
制
限
が
か

か
っ
て
お
り
、
直
前
ま
で
開
催
そ
の
も

の
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
な
ん

と
か
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
（
こ
ん

な
こ
と
も
、
す
ぐ
思
い
出
話
に
な
る
ん

で
し
ょ
う
ね
）。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、
第
1
部

と
し
て
日
韓
コ
ウ
ノ
ト
リ
交
流
会
（
巣

塔
設
置
記
念
発
表
会
）
を
行
い
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
「
韓
国
で
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
野

生
復
帰
事
業
の
状
況
」
の
報
告
（
韓
国

環
境
生
態
研
究
所
所
長
：
イ
ー
・
シ
ワ

ン
さ
ん
）、
写
真
を
多
用
し
た
「
人
と

共
生
す
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
の
報
告
（
コ

ウ
ノ
ト
リ
愛
の
会
：
キ
ム
・
ギ
ョ
ン
ソ

ン
さ
ん
）、
日
本
か
ら
「
日
本
で
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
促
進
の
進
展
と
課

題
」
と
い
う
最
新
の
報
告
（
日
本
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
会
：
永
瀬
倖
大
さ
ん
）
が
あ

り
ま
し
た
。

第
2
部
は
日
韓
N
G
O
湿
地
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
し
て
報
告
・
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
日
本
か
ら
は
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

に
よ
る
「
渡
良
瀬
遊
水
地
で
の
賢
明
な

利
用
を
目
指
す
取
り
組
み
」
の
報
告

（
小
山
市
：
浅
野
正
富
市
長
）、
猛
威
を

ふ
る
っ
た
鳥
イ
ン
フ
ル
に
関
連
し
「
高

病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
湿
地
保

全
」
の
報
告
（
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
：
金
井

裕
さ
ん
）、
そ
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
C
O
P 

14
採
択
の
ユ
ー
ス
決
議
に
関
連
し
「
ユ

ー
ス
決
議
の
可
能
性
と
展
開
」（
ラ
ム

第17回 日韓NGO湿地フォーラム

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
で

水
田
関
連
の
決
議
に
貢
献
し
た

レ
ベ
ッ
カ
・
ド
ゥ
ク
ル
ー
ズ
さ
ん
死
去

2
0
2
3
年
5
月
31
日
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
事
務
局
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
、
1
つ
の
訃
報
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
の
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
在
住
の
レ
ベ
ッ
カ
・
ド
ゥ
ク
ル

ー
ズ
さ
ん
。
彼
女
は
1
9
9
7
年

か
ら
2
0
0
0
年
ま
で
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
事
務
局
の
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
調
査
官
を
務
め
、
在
任
中
に

8
カ
国
の
条
約
加
盟
を
支
援
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
2
0
0
9
年
か

ら
2
0
1
2
年
ま
で
科
学
技
術
検

討
パ
ネ
ル
（
S
T
R
P
）
の
副
議

長
を
務
め
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
、

水
田
関
連
の
決
議
の
採
択
に
お
い

て
大
き
な
働
き
を
し
ま
し
た
。

決
議
案「
水
田
と
殺
虫
剤
使
用
」

か
ら「
水
田
と
害
虫
抑
制
」へ

2
0
1
2
年
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で

開
催
さ
れ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
C
O
P 

11
に
お
い
て
、
水
田
関
連
の
決
議

案
Ⅺ.
15
「
水
田
と
殺
虫
剤
」
が

S
T
R
P
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
決
議
案
は
当
初
、
水

田
に
お
け
る
殺
虫
剤
の
過
剰
使
用

に
対
処
す
べ
き
と
の
内
容
で
し
た
。

し
か
し
こ
の
内
容
は
、
C
O
P
10

で
日
韓
が
共
同
提
案
し
て
採
択
さ

れ
た
決
議
Ⅹ.
31
「
水
田
の
生
物

多
様
性
の
向
上
」
の
理
念
を
著
し

く
損
な
う
も
の
で
、
さ
ら
に
、
殺

虫
剤
の
使
用
抑
制
を
名
目
に
遺
伝

子
組
み
換
え
イ
ネ
の
導
入
へ
と
つ

な
げ
よ
う
と
し

て
い
る
多
国
籍

企
業
の
動
き
が

見
え
隠
れ
し
て

い
ま
し
た
。

日
本
の
政
府
と
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J

な
ど
の
N
G
O
は
、
素
案
提
出
時

か
ら
意
見
を
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ

た
の
が
、
当
時
S
T
R
P
の
副
議

長
だ
っ
た
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
で
し
た
。

素
案
を
強
引
に
推
し
進
め
よ
う
と

し
て
い
た
S
T
R
P
議
長
に
代
わ

っ
て
、
こ
の
議
決
案
の
修
正
に
尽

力
し
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
決

議
タ
イ
ト
ル
も
「
水
田
と
害
虫
抑

制
」
へ
と
変
更
さ
れ
、
内
容
も
全

面
的
に
修
正
さ
れ
た
も
の
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
一
連
の
動
き
の
な
か

で
、
修
正
案
を
唱
え
た
ラ
ム
ネ
ッ

ト
J
の
メ
ン
バ
ー
を
支
え
て
く
れ

た
の
が
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
で
し
た
。

レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
の
ご
冥
福
を
、

心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

レベッカ・ドゥ
クルーズさん
写真：ラムサー
ル条約事務局ウ
ェブサイトより

2012年のラムサールCOP11でラムネ
ットJなどが「水田の生物多様性向上」
をテーマに開催したサイドイベント

報 告 ラムネット J 共同代表　永井光弘

フォーラムに参加したみなさん



ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
は
2
0
2
3
年
通
常
総

会
を
6
月
17
日
に
東
京
の
台
東
区
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
の
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。
議
案
と
し
て
、
2
0
2
2

年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
（
左
表

「
活
動
計
算
書
」
参
照
）、
2
0
2
3
年
度

の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
、2
0
2
1

－

2
0
2
4
年
短
期
計
画
の
2
年
目
の
達
成

度
報
告
、
2
0
2
3

－

2
0
2
4
年
度
の

役
員
人
事
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
は
、
前
半
の
自
粛
か
ら

後
半
一
気
に
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
中
国

で
の
開
催
予
定
だ
っ
た
ラ
ム
サ
ー
ル
・
生

物
多
様
性
条
約
の
両
C
O
P
が
欧
米
で
の

開
催
と
な
り
、
資
金
繰
り
に
苦
慮
し
ま
し

た
。
呉
地
正
行
さ
ん
の
ラ
ム
サ
ー
ル
賞
受

賞
の
影
響
か
、
海
外
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
支
援
の
申
し
入
れ
が
複
数
あ
り
、
今
後

に
向
け
た
企
画
交
渉
を
進
め
て
い
ま
す
。

役
員
人
事
で
は
、
西
井
弥
生
さ
ん
が
新

し
く
理
事
に
就
任
し
、
大
塚
泰
介
理
事
、

古
南
幸
弘
理
事
が
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

総
会
議
案
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

「
組
織
概
要
」
に
掲
載
し
て
い
る
議
案
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。

入会申込方法
●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンライン
での入会も可能です。http://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォー
ム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライン
決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から） ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員

総会での議決権が
あります

総会での議決権が
ありません

一　般 1口 5,000円 1口 2,000円

団　体 1口 10,000円 1口 10,000円

特　別 50,000円 以上 30,000円 以上

企　業 − 1口 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

●
呉
地
正
行
さ
ん
が
環
境
大
臣
賞
を
受
賞

　
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
理
事
で
日
本
雁
を
保

護
す
る
会
会
長
の
呉
地
正
行
さ
ん
が
、
今

年
度
の
環
境
保
全
功
労
者
と
し
て
環
境
大

臣
賞
を
受
賞
し
、
6
月
16
日
に
東
京
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
環
境
省
で
は
毎

年
6
月
の
環
境
月
間
に
環
境
保
全
に
関
し

て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
人
を
選
定
し
、

環
境
大
臣
に
よ
る
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

呉
地
さ
ん
は
渡
り
鳥
と
そ
の
生
息
地
で
あ

る
湿
地
の
保
全
活
動
に
長
年
に
わ
た
っ
て

取
り
組
み
、
国
内
外
の
野
生
生
物
の
保
全

に
大
き
く
貢
献
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て

今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

●
久
米
島
で
の
水
辺
の
生
き
物
調
査
と
赤

土
調
査
　
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
は
沖
縄
県
・
久

米
島
で
の
水
辺
の
生
き
物
調
査
を
、
8
月

11
日（
金
）に
久
米
島
ホ
タ
ル
の
会
の
協

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　2022 年度　活動計算書� （単位:円）
※2022年4月1日から2023年3月31日まで

Ⅰ　経常収益
受取会費 940,000
受取寄付金 1,433,948
受取助成金等 8,157,961
事業収益 870,000
その他収益 10,358

　経常収益計 11,412,267

Ⅱ　経常費用
 1　事業費

（1）調査研究事業 0
（2）保全・再生事業 7,231,512
（3）普及・啓発事業 83,550
（4）国際協力事業 1,797,127
（5）ネットワーク推進事業 176,030
（6）その他の事業 3,179

　事業費計 9,291,398
 2　管理費
　（人件費）
　　賃金・福利厚生費 69,300
　（その他経費）

事務委託費 655,828
印刷製本費 34,700
旅費交通費 148,484
通信運搬費 147,748
消耗品費 174,425
修繕費 37,180
水道光熱費 36,000
地代家賃 312,000
賃借料 400
減価償却費 194,480
諸会費 99,358
支払手数料 64,215
雑費 7,058

　管理費計 1,981,176
　経常費用合計 11,272,574

当期増減額 139,693
前期繰越額 3,494,172
次期繰越額 3,633,865

力
で
実
施
し
ま
す
。
場
所
は
久
米
島
ホ
タ

ル
館
と
周
辺
の
水
辺
で
す
。
ま
た
、
海
域

へ
の
流
出
で
サ
ン
ゴ
に
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
赤
土
の
調
査
を
、
8
月
13
日（
日
）

に
久
米
島
で
行
い
ま
す
。
久
米
島
シ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

集
合
。
い
ず
れ
も
詳
細
は
後
日
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
湿
地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
2
0
2
3

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　
今
年
の
湿

地
の
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
の
ま
と
め
と
し

て
、
参
加
団
体
が
活
動
報
告
な
ど
を
行
う

オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
、
9
月
10

日（
土
）
18
時（
予
定
）
か
ら
Z
o
o
m
で

開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
後
日
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
大
浜
清
さ
ん　
千
葉
の
干
潟
を
守
る
会

前
代
表
の
大
浜
清
さ
ん
が
、
6
月
9
日
に

96
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
大

浜
さ
ん
は
日
本
の
干
潟
保
全
運
動
の
先
駆

者
の
一
人
で
、
日
本
湿
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
創
設
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。
全

国
自
然
保
護
連
合
や
三
番
瀬
署
名
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
代
表
も
務
め
、
千
葉
県
の
三
番

瀬
を
は
じ
め
、
各
地
の
干
潟
の
保
全
の
た

め
に
長
年
に
わ
た
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
ム
サ
ー
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
日
本

2
0
2
3
年 

総
会
報
告

環境事務次官の和田篤也さ
ん（左）から表彰状を受け
取った呉地さん（右）

訃
　
報



北
海
道
は
日
本
の
湿
地
総
面
積
の

86
％
が
集
中
す
る
湿
地
の
宝
庫
で
、
と

り
わ
け
道
東
地
区
に
は
釧
路
湿
原
、
霧

多
布
湿
原
、
野
付
湾
、
濤
沸
湖
な
ど
数

多
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
が
存
在
し

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
保
護
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
湿
地
で
の
開
発
行
為
は

す
さ
ま
じ
く
、
と
く
に
近
年
は
数
多
の

湿
原
が
調
査
ど
こ
ろ
か
命
名
す
ら
さ
れ

ぬ
ま
ま
次
々
に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
下
敷

き
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
7
月
に
、
別
海
町
中
心

部
市
街
地
の
北
縁
で
小
規
模
な
が
ら
非

常
に
良
好
な
環
境
の
湿
原
に
遭
遇
し
ま

し
た
。
宮
舞
町
湿
原
と
命
名
さ
れ
た
こ

の
湿
原
の
詳
細
や
そ
の
後
の
経
緯
は
、

宮
舞
町
湿
原
を
大
切
に
思
う
会
（
現
・

別
海
町
の
湿
原
を
大
切
に
思
う
会
）
の

金
澤
裕
司
会
長
が
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
46

号
で
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が

ら
、
地
権
者
の
埋
め
立
て
利
用
の
意
思

は
固
く
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
ム
セ
ン
ス

ゲ
の
自
生
地
を
避
け
つ
つ
も
土
砂
の
搬

入
が
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

貴
重
な
湿
原
が
調
査
保
全
が
間
に
合

わ
ず
開
発
の
犠
牲
に
な
る
悲
劇
を
再
発

さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
可
及
的
速
や
か

に
湿
原
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
官
民

各
方
面
と
共
有
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と

考
え
、
別
海
町
別
海
地
区
や
近
隣
地
域

の
面
積
約
5
ha
以
上
の
湿
原
の
中
か

ら
宮
舞
町
湿
原
に
似
た
環
境
と
推
察

さ
れ
る
湿
原
を
抽
出
し
、
植
物
相
を
中

心
と
し
た
緊
急
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

2
0
2
2
年
度
に
は
前
田
一
歩
園
財
団

と
北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
の
助
成

を
受
け
、
2
0
2
3
年
度
も
含
め
て
別

海
町
内
22
カ
所
、
標
津
町
内
2
カ
所
の

湿
原
を
踏
査
し
ま
し
た
。
ほ
ぼ
全
て
の

湿
原
が
宮
舞
町
湿
原
と
同
様
に
ホ
ロ
ム

イ
ソ
ウ
、
コ
タ
ヌ
キ
モ
、
ヤ
チ
ス
ゲ
、

ワ
タ
ス
ゲ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
モ
ウ
セ
ン

ゴ
ケ
な
ど
に
富
む
中
層
～
高
層
湿
原
で
、

生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
か
ら
無
視
す

べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
、
と
り

わ
け
ム
セ
ン
ス
ゲ
の
自
生
地
が
別
海
町

内
9
カ
所
・
標
津
町
内
2
カ
所
で
新
た

に
見
つ
か
り
、
根
室
海
峡
沿
岸
が
国
内

で
最
も
ム
セ
ン
ス
ゲ
自
生
地
が
集
中
す

る
“
ム
セ
ン
ス
ゲ
ベ
ル
ト
”
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

別
海
町
で
数
多
の
自
生
地
が
見
つ
か

っ
た
ム
セ
ン
ス
ゲ
に
つ
い
て
さ
ら
に
調

べ
て
い
る
う
ち
、
環
境
省
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
『
い
き
も
の
ロ
グ
』
で
浜
中
町
姉

別
付
近
で
の
ム
セ
ン
ス
ゲ
の
記
録
を
発

見
し
ま
し
た
。
空
中
写
真
で
判
読
し
た

姉
別
川
（
風
蓮
湖
に
注
ぐ
風
蓮
川
の
支

流
）
南
岸
の
姉
別
湿
原
（
仮
称
）
を

2
0
2
3
年
5
～
7
月
に
5
回
に
わ
た

っ
て
踏
査
し
た
結
果
、
ム
セ
ン
ス
ゲ
の

再
発
見
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

延
長
約
1.
6
km
に
及
ぶ
ハ
ナ
タ
ネ
ツ

ケ
バ
ナ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
）
の
新
自

生
地
を
発
見
し
ま
し
た
。
国
内
で
は
ハ

ナ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
は
北
海
道
東
部
の
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
沿
岸
（
濤
沸
湖
）
や
太
平

洋
側
（
白
糠
町
恋
問
湿
原
、
釧
路
湿
原
、

厚
岸
町
、
浜
中
町
霧
多
布
・
幌
戸
沼
）

で
の
み
知
ら
れ
て
お
り
、
姉
別
湿
原
（
仮

称
）
は
他
の
ど
の
自
生
地
よ
り
も
東
に

位
置
し
、
か
つ
根
室
海
峡
に
通
じ
る
水

系
で
は
初
の
発
見
と
な
り
ま
す
。

幾
つ
か
の
湿
原
で
は
、
北
海
道
大
学

総
合
博
物
館
の
大
原
昌
宏
副
館
長
の
研

究
チ
ー
ム
や
北
海
道
博
物
館
の
水
島
未

記
学
芸
員
と
の
合
同
調
査
が
実
現
し
ま

し
た
。
昨
年
度
の
調
査
結
果
は
報
告
書

に
ま
と
め
、
別
海
町
役
場
、
環
境
省
北

海
道
地
方
事
務
所
、
釧
路
自
然
環
境
事

務
所
な
ど
に
提
供
し
ま
し
た
。
姉
別
湿

原
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
現
時
点
の
知

見
を
植
物
相
リ
ス
ト
と
略
図
に
ま
と
め
、

環
境
省
北
海
道
地
方
事
務
所
、
釧
路
自

然
環
境
事
務
所
に
提
供
し
ま
し
た
。
ム

セ
ン
ス
ゲ
、
ハ
ナ
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
カ

ン
チ
ス
ゲ
（
絶
滅
危
惧
Ⅰ
B
類
）
は
確

認
し
た
全
て
の
湿
原
で
標
本
を
採
集
し
、

北
海
道
大
学
総
合
博
物
館
陸
上
植
物
標

本
庫
（
S
A
P
S
）
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

私
が
昨
年
来
調
査
の
対
象
に
し
て
い

る
湿
原
は
、
現
時
点
で
は
一
部
が
保
安

林
に
指
定
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
行
政

に
よ
っ
て
系
統
的
な
自
然
保
護
の
対
象

と
さ
れ
て
い
る
湿
原
は
皆
無
で
す
。
野

付
・
風
蓮
・
根
室
半
島
エ
リ
ア
の
国
定

公
園
指
定
が
検
討
さ
れ
る
中
で
、
一
部

の
湿
原
が
指
定
区
域
案
に
含
ま
れ
て
い

る
も
の
の
、
半
数
以
上
が
環
境
省
指
定

の
重
要
湿
地
か
ら
漏
れ
て
お
り
、
先
行

研
究
に
頼
っ
た
文
献
調
査
で
は
7
割
以

上
の
湿
原
が
取
り
こ
ぼ
さ
れ
て
国
定
公

園
指
定
を
逃
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
湿
原
全
て
が
然
る
べ
き
形
で
保

全
さ
れ
、
今
後
の
研
究
の
対
象
と
し
て

も
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
つ
つ
、

2
0
2
4
年
以
降
も
調
査
を
続
け
て
い

こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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北海道東部の無名湿原を歩く
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を
要
請
す
る
な

ど
厳
し
い
意
見

を
出
し
て
い
ま

す
。
事
業
者
が
今
後
こ
れ
に
ど
れ
だ
け

対
応
し
て
い
く
か
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
今
年
2
月
、
暗
視

カ
メ
ラ
で
キ
ツ
ネ
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
市
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
消
息
不
明
・

絶
滅
生
物
と
さ
れ
、
35
年
ぶ
り
の
発
見

で
す
。
さ
ら
に
、
ヒ
ク
イ
ナ
や
環
境
省

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
の
ミ

ゾ
ゴ
イ
も
発
見
さ
れ
、
生
物
多
様
性
の

豊
か
さ
と
貴
重
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。

事
業
計
画
地
を
含
め
こ
こ
に
は
谷
津

田
と
台
地
（
畑
や
牧
草
地
、
荒
れ
た
山

林
）
を
合
わ
せ
る
と
1
3
0
ha
以
上
も

の
緑
が
残
っ
て
い
ま
す
。
政
令
市
千
葉

市
に
と
っ
て
、
1
0
0
ha
を
超
え
る
ま

と
ま
っ
た
緑
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
い

ま
や
奇
跡
と
も
言
え
ま
し
ょ
う
。
ど
ん

生
、
現
役
世
代
か
ら
年
配
者
ま
で
幅
広

い
参
加
が
あ
り
ま
す
。

今
こ
こ
に
地
元
企
業
に
よ
る
開
発
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
4
月
、
千

葉
市
が
市
街
化
調
整
区
域
の
大
規
模
物

流
施
設
の
立
地
基
準
を
緩
和
し
た
こ
と

も
引
き
金
に
な
っ
て
い
ま
す
。
広
さ
は

約
76
ha
、
本
年
4
月
26
日
に
環
境
影
響

評
価
方
法
書
（
以
下
方
法
書
）
が
公
示

さ
れ
、
9
月
1
日
に
市
長
意
見
が
発
出

さ
れ
ま
し
た
。

事
業
予
定
地
の
利
点
は
東
金
有
料
道

路
中
野
I
C
に
近
い
こ
と
で
す
が
、
道

路
・
上
下
水
道
・
ガ
ス
・
電
気
な
ど
す

べ
て
の
イ
ン
フ
ラ
が
未
整
備
で
、
住
民

の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

方
法
書
説
明
会
に
は
地
元
に
加
え
米

作
り
参
加
者
の
親
子
連
れ
な
ど
多
く
の

市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
方
法
書

へ
の
市
民
意
見
で
は
、
55
人
が
皆
自
分

の
言
葉
で
思
い
の
こ
も
っ
た
意
見
を
提

出
し
て
い
ま
す
。
市
長
も
「
事

業
計
画
の
見
直
し
を
含
め
た
慎

重
な
検
討
が
必
要
」
と
指
摘
し
、

森
林
の
役
割
に
も
触
れ
、
配
慮

千
葉
市
内
で
は
約
4
3
0
0
種
の
野

生
動
植
物
が
確
認
さ
れ
、
多
く
が
谷
津

田
や
里
山
で
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
谷

津
田
の
保
全
」
が
重
点
施
策
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
フ
ィ
ー

ル
ド
下
大
和
田
（
猿
橋
地
区
）
谷
津
田

も
「
景
観
、
動
植
物
の
生
息
環
境
等
を

特
に
重
点
的
に
保
全
す
べ
き
区
域
」
と

さ
れ
、
環
境
省
の
「
生
物
多
様
性
保
全

上
重
要
な
里
地
里
山
」
選
定
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
昭
和
40
年
代
に
土
地
区
画

整
理
事
業
が
計
画
さ
れ
用
地
買
収
が
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
頓
挫
し
、
虫
食

い
的
に
買
収
さ
れ
た
土
地
が
放
置
さ
れ

て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
田
は
泥
深

く
、
米
作
り
農
家
は
一
軒
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、豊
か
な
湧
き
水
に
ミ
ナ

ミ
メ
ダ
カ
や
ニ
ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
、ヘ
イ

ケ
ボ
タ
ル
な
ど
多
く
の
生
き
も
の
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
1
9
9
6

年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
自
然
観

察
会
や
ご
み
ひ
ろ
い
、
米
作
り
、
森
と

水
辺
の
手
入
れ
を
続
け
、
幼
児
・
小
中

学
生
、
高
校
生
・
専
門
学
校
生
、
大
学

ち
ば
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー　

小
西
由
希
子
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育
み
守
っ
て
き
た
谷
津
田
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く
に
は

─
千
葉
市
・
下
大
和
田
谷
津
田
の
保
全
─

リ
ニ
ア
建
設
の
残
土
処
分
に
よ
っ

て
岐
阜
県
御
嵩
町
の
美
佐
野
ハ
ナ
ノ
キ

湿
地
群
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
計
画
に
つ

い
て
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
、
10
月
6

日
に
意
見
書
「
湿
地
群
の
保
全
を
求
め

る
」
を
岐
阜
県
と
御
嵩
町
に
提
出
し
ま

し
た
。

意
見
書
で
は
、
美
佐
野
ハ
ナ
ノ
キ
湿

地
群
が
残
さ
れ
た
貴
重
な
湧
水
湿
地
で

あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
述
べ
、
残
土
に

よ
る
埋
め
立
て
が
湿
地
群
を
消
滅
・
劣

化
さ
せ
る
こ
と
、
移
植
は
保
全
に
な
ら

な
い
こ
と
、
地
下
水
脈
の
流
れ
の
変
化

に
伴
う
水
枯
れ
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
決
議
を

引
用
し
な
が
ら
、
岐
阜
県
と
御
嵩
町
に

対
し
て
、
埋
め
立
て
計
画
の
受
け
入
れ

を
拒
否
し
湿
地
群
の
保
全
に
全
力
を
尽

く
す
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。（
詳
し
く

は
以
下
の
意
見
書
全
文
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。http://w

w
w
.ram

net-j.
org/2023/10/inform

ation/5985.

htm
l

）
提
出
は
、
御

嵩
町
と
岐
阜
県

の
担
当
者
に
直

接
手
渡
し
し
、

面
談
で
疑
問
点

を
質
し
ま
し
た
。

県
・
町
と
も
に

埋
め
立
て
対
象

エ
リ
ア
が
重
要
湿
地
で
あ
る
こ
と
は
十

分
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
全
域

を
保
護
す
べ
き
か
ど
う
か
は
明
言
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

記
者
会
見
も
行
い
ま
し
た
が
、
数

社
で
記
事
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
は
行

政
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
御
嵩
町
で
は
、

地
元
町
民
も
入
れ
た
審
議
会
を
つ
く
り
、

白
紙
の
状
態
か
ら
検
討
す
る
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
こ
の
動
き
を
見

守
り
つ
つ
、
地
元
の
み
な
さ
ん
と
連
携

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
書「
美
佐
野
ハ
ナ
ノ
キ
湿
地
群
の
保
全
を
求
め
る
」を
提
出

ラ
ム
ネ
ッ
ト
Ｊ
理
事
（
沖
縄
・
開
発
問
題
部
会
）　

陣
内
隆
之

暗視カメラに写ったアカギツネ

な
に
日
照
り
が
続
い
て
も
湧
き
水
は
涸

れ
た
こ
と
は
な
く
、
さ
ら
に
こ
の
水
は

鹿
島
川
を
流
下
し
て
印
旛
沼
に
入
り
、

市
民
県
民
の
飲
料
水
源
と
も
な
っ
て
い

る
の
で
す
。

イ
ノ
シ
シ
が
闊か
っ
ぽ歩

し
て
荒
れ
て
い
く

森
を
何
と
か
し
た
い
と
考
え
る
地
主
さ

ん
の
お
気
持
ち
も
理
解
で
き
ま
す
し
、

ず
っ
と
こ
の
ま
ま
で
よ
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
。
地
元
で
も
開
発
を
望
む
と
望
ま

な
い
両
方
の
意
見
が
あ
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
今
後
は
事
業
者
、
行
政
、
地
元

と
私
た
ち
市
民
団
体
も
入
っ
た
協
議
会

を
立
ち
上
げ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
で

あ
り
方
を
考
え
て
い
く
努
力
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
私
た
ち
は
、
こ
の
地
区

で
米
作
り
を
長
く
続
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
お
米
を
共
同
購
入
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
も
ぜ

ひ
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

下大和田谷津田（西側からの空撮）
撮影：田中正彦

開発予定地（黄色で囲んだエリア）とその周辺
（Google マップを改変）

下大和田開発計画　作成：小田信治

御嵩町との面談
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っ
て
お
り
、
野
鳥
観
察

な
ど
の
学
習
フ
ィ
ー
ル

ド
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
は
、
草
を
刈
っ
て

人
が
歩
け
る
よ
う
道
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
草
の
成

長
速
度
は
非
常
に
早
く
、

学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
を
維
持
す
る
た
め

に
は
定
期
的
に
草
刈
り
を
続
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
方
々
が
野
鳥
観
察
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

加
え
て
、
小
中
学
生
向
け
の
湿
地

教
育
副
読
本
を
地
元
の
有
識
者
な
ど

に
協
力
を
得
て
1
年
か
け
て
作
成
し
、

地
元
の
全
小
中
学
生
へ
の
配
布
を
行

い
ま
す
。
第
14
回
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約

締
約
国
会
議
で
は
、
公
教
育
部
門
に

湿
地
教
育
を
組
み
込
む
決
議
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
国
内
で
の
学

校
教
育
へ
の
組
み
込
み
は
条
約
の
実

施
に
貢
献
し
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

こ
れ
ら
の
活
動
の
実
施
に
際
し
て

は
、
グ
ー
グ
ル
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
社
か
ら
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
は
、
小
山
市
が
事

務
局
を
務
め
る
「
渡
良
瀬
遊
水
地
コ

ウ
ノ
ト
リ
・
ト
キ
定
着
推
進
協
議
会
」

と
協
力
し
て
「
渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
渡
良
瀬
遊
水
地
と
そ
の
周

辺
の
水
田
に
お
い
て
軽
微
な
管
理
を

行
っ
て
、
ト
キ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
は

じ
め
と
す
る
生
物
の
多
様
性
を
育
む

環
境
を
創
出
す
る
と
同
時
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
能
力
養
成
・
教

育
・
参
加
・
普
及
啓
発
（
C
E
P
A
）

を
通
じ
て
、
湿
地
の
重
要
性
を
周
知

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

2
0
2
3
年
か
ら
2
0
2
5
年
ま
で

の
3
年
間
実
施
し
、
そ
の
後
7
年
間
、

湿
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
て

状
況
を
報
告
し
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
コ
ウ
ノ
ト

リ
生
息
地
管
理
」「
農
家
と
の
連
携
」

そ
し
て
「
C
E
P
A
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
3
つ
の
柱
か
ら
成
り
ま
す
。

1 

コ
ウ
ノ
ト
リ
生
息
地
管
理

主
に
第
二
調
節
池
エ
リ
ア

を
、
国
土
交
通
省
が
掘
削
し
た

後
に
、
小
型
の
掘
削
機
を
用
い

た
軽
微
な
管
理
活
動
を
継
続
的
に
行

い
ま
す
。
ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
餌

と
な
る
多
様
な
生
き
物
が
繁
殖
で
き

る
よ
う
に
表
面
に
凹
凸
を
付
け
た
り
、

大
雨
が
降
っ
た
後
に
た
ま
っ
た
堆
積

物
を
取
り
除
い
た
り
し
て
、
乾
燥
を

防
ぎ
ま
す
。

2 

農
家
と
の
連
携

第
二
調
節
池
の
周
辺
に
広
が
る
水

田
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
捕
食
エ
リ
ア

に
な
り
ま
す
。
必
ず
し
も
、
無
農
薬

の
農
家
ば
か
り
で
は
な
い
も
の
の
、

田
ん
ぼ
の
脇
に
ビ
オ
ト
ー
プ
（
江
）

を
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と
で
生
き
物

の
生
息
数
が
格
段
に
上
が
る
た
め
、

毎
年
20
軒
ず
つ
を
目
標
に
設
置
を
呼

び
か
け
て
、
最
終
的
に
は
協
力
農
家

60
軒
を
目
指
し
ま
す
。

江
の
設
置
の
他
に
冬
季
湛た
ん
す
い水

「
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
」
に
協
力
し
て
く
れ

る
農
家
も
募
集
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
3
年
後
に
は
6
ha
の
「
ふ
ゆ

み
ず
た
ん
ぼ
」
を
目
指
し
ま
す
。

3 
C
E
P
A
プ
ロ
グ
ラ
ム

コ
ウ
ノ
ト
リ
人
工
巣
塔
が
立
つ
第

二
調
節
池
周
辺
は
、
雑
草
と
と
も
に

背
の
高
い
ヨ
シ
原
が
う
っ
そ
う
と
茂

大
阪
南
港
野
鳥
園
は
、
大
阪
市
住
之

江
区
の
南
港
埋
め
立
て
地
（
咲
洲
）
に

整
備
さ
れ
た
19
・
3
ha
の
野
鳥
公
園
で
、

大
阪
湾
奥
部
に
位
置
し
、
護
岸
を
介
し

て
大
阪
湾
に
面
し
て
い
ま
す
。
戦
後
に

南
港
の
埋
め
立
て
が
進
む
中
で
生
息
地

を
追
わ
れ
て
い
く
水
鳥
を
守
る
住
民
運

動
が
1
9
6
9
年
に
は
じ
ま
り
、そ
れ
を

受
け
て
大
阪
市
が
野
鳥
園
の
設
置
を
決

定
し
、1
9
8
3
年
に
開
園
し
た
国
内
で

最
も
古
い
人
工
干
潟
の
ひ
と
つ
で
、
今

年
9
月
で
開
園
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

園
内
に
は
干
潟
・
ヨ
シ
原
・
カ
キ
礁
・

磯
・
汽
水
池
な
ど
多
様
な
湿
地
環
境
が

あ
り
、
展
望
塔
や
観
察
所
か
ら
湿
地
に

飛
来
し
た
水
鳥
を
観
察
で
き
ま
す
。
春
・

秋
の
渡
り
の
季
節
に
は
メ
ダ
イ
チ
ド
リ

や
ト
ウ
ネ
ン
な
ど
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類

（
こ
れ
ま
で
55
種
を
観
察
）
で
に
ぎ
わ
い
、

冬
場
は
ツ
ク
シ
ガ
モ
な
ど
越
冬
の
カ
モ

類
や
ヘ
ラ
サ
ギ
、
ミ
サ

ゴ
や
チ
ュ
ウ
ヒ
な
ど
の

タ
カ
類
も
観
察
さ
れ
ま
す
。
干
潟
で
は

ハ
ク
セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
な
ど
の
底
生
生

物
も
2
0
0
種
類
以
上
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
干
潟
が

大
き
く
失
わ
れ
た
大
阪
湾
で
貴
重
な

生
息
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
0
1

年
に
は
環
境
省
の
「
日
本
の
重
要
湿
地

5
0
0
」
に
人
工
干
潟
と
し
て
は
唯
一

選
定
さ
れ
、
2
0
0
3
年
に
は
「
東
ア

ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
重
要
生
息
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
現
E
A
A
F
P
）
の
参
加
登
録
地
に

な
る
な
ど
、
国
内
外
で
重
要
な
湿
地
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

埋
め
立
て
地
の
中
に
造
成
さ
れ
た
人

工
干
潟
は
自
然
干
潟
と
は
環
境
条
件
が

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
干
潟
を
覆
う
緑

藻
ア
オ
サ
の
繁
茂
や
減
少
、
カ
キ
礁
の

拡
大
、
干
潟
表
層
部
の
泥
の
流
出
、
地

盤
沈
下
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
や

課
題
が
出
て
き
ま
す
。
当
N
P
O
で
は

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
て
常
に
環

境
を
監
視
し
、
多
く
の
生
き
物
が
利
用

で
き
る
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
保
全

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
来
園
者
に
は

渡
り
鳥
や
干
潟
の
生
き
物
の
観
察
会
、

年
間
36
回
の
野
鳥
ガ
イ
ド
を
実
施
し
て

い
る
ほ
か
、
地
元
の
中
学
・
高
校
生
が

環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
し
て
お
り
、

大
阪
市
内
で
海
辺
の
自
然
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
南
港
野
鳥
園
（
大
阪
府
）

N
P
O
法
人
南
港
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ　

和
田
太
一

ゴカイを捕食する
メダイチドリ

園内の北池干潟

干潟に飛来したトウネンの群れ

大阪南港
野鳥園

淀川

大阪市夢洲

咲洲

大阪湾

「
渡
良
瀬
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
始
動
し
ま
す

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
事
務
局
長　

後
藤
尚
味

小山市役所での記者発表

渡良瀬遊水地の活動場所の下見

草刈り機のデモンストレーション



ど
「
分
断
」
さ
れ
「
対
立
」
す
る
人
々
の

思
い
を
丁
寧
に
取
材
し
、
こ
の
問
題
の
本

質
に
迫
っ
た
ル
ポ

ル
タ
ー
ジ
ュ
で
す
。

論
創
社
刊
、
税
別

1
8
0
0
円
。

●
立
花
一
晃
さ
ん　
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
元

理
事
で
あ
る
立
花
一
晃
さ
ん
が
、
10
月
1

日
に
87
歳
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

立
花
さ
ん
は
三
番
瀬
を
守
る
署
名
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
三
番
瀬
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
を
実
現
す
る
会
の
中
心
的
な
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
三
番
瀬
の
保
全
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
韓
国
や
ル
ー
マ
ニ
ア
で
開
催
さ
れ

た
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
締
約
国
会
議
に
も
参

加
。
ラ
ム
ネ
ッ

ト
J
に
お
い
て

も
干
潟
や
水
田

の
分
野
で
積
極

的
に
活
動
さ
れ

ま
し
た
。
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。

入会申込方法
●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンライン
での入会も可能です。http://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォー
ム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライン
決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から） ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員

総会での議決権が
あります

総会での議決権が
ありません

一　般 1口 5,000円 1口 2,000円

団　体 1口 10,000円 1口 10,000円

特　別 50,000円 以上 30,000円 以上

企　業 − 1口 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

●
日
本
ベ
ン
ト
ス
学
会
主
催
の
有
明
海
再

生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
有
明
海
の
再
生
を
科

学
的
に
考
え
る
〜
豊
饒
の
海
を
取
り
戻
す

た
め
に
」
が
、
11
月
4
日
（
土
）
11
時
か

ら
浅
草
橋
ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
R
o
o
m
4
（
東
京
都
台
東
区
）
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
。
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
も
可
能
で
す
。
詳
細

は
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
第
6
回
生
物
の
多
様
性
を
育
む
農
業
国

際
会
議（
I
C
E
B
A
）　
11
月
18
日（
土
）・

19
日
（
日
）、
あ
い
ぽ
ー
と
佐
賀
（
新
潟

県
佐
賀
市
）
に
て
開
催
。
生
物
多
様
性
を

基
盤
と
し
た
地
域
循
環
型
農
業
の
確
立
と
、

国
内
外
へ
の
普
及
を
目
標
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
す
。
今
回
は
佐
賀
市
の
主
催
で
、

生
き
も
の
に
配
慮
し
た
農
業
、
有
機
農
産

物
、
S
D
Gs
や
脱
炭
素
を
踏
ま
え
た
こ

れ
か
ら
の
農
業
の
形
を
考
え
ま
す
。
参
加

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

申
し
込
み
は
10
月
31
日
（
火
）
締
め
切
り

と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
Q
R
コ

ー
ド
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
関
東
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

10
周
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
関
東
の
空
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
と
ト
キ
が
舞
う
！
〜
環
境
と
治

水
の
好
循
環
・
10
年
の
歩
み
と
こ
れ
か
ら

〜
」
が
、
11
月
23
日
（
木
・
祝
）
13
時
30

分
か
ら
野
田
市
役
所
8
階
大
会
議
室
（
千

葉
県
野
田
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
主
催

は
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
。
10
年

間
の
取
り
組
み
や
成
果
を
振
り
返
り
今
後

の
展
望
を
語
り
合
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン

視
聴
も
可
能
。
詳
細
は
Q
R
コ

ー
ド
か
ら
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
引
き
裂
か
れ
た
海
」　
諫
早
湾
干
拓

問
題
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
担
当

し
た
N
H
K
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
吉
崎
健

さ
ん
に
よ
る
本
。
現
地
の
漁
民
や
農
民
な

訃
　
報

　自然ゆたかな久米島の山と水流の中に生
息する生きものを捕まえよう！　捕まえた
生きものは、講師の佐藤文保さんが名前や
どんな場所を好んで暮らしているか、何を
食べるかなど、詳しく教えてくれます。
● 日　時：2023 年 11 月 3 日（金・祝）9：30 ～ 12：30
● 場　所：久米島ホタル館（沖縄県島尻郡久米島町）
● 対象者：親子（小学生～高校生まで）保護者同伴
● 参加費：一人 1000 円（入館料、弁当代含む）
●  申込方法：右の QR コードのウェブフォーム
　　　　　からお申し込みください。
● 主　催：ラムネット J ／ 共催：久米島ホタルの会
● 詳細はラムネット J のウェブサイトをご覧ください。
※パタゴニア日本支社の環境助成金プログラムの支援を受けて実施します。

　ラムネット J が主催している「田んぼの生物・文化多
様性2030プロジェクト（田んぼ2030プロジェクト）」は、
2013 ～ 2020 年に実施した「田んぼの生物多様性向上 10
年プロジェクト」の後継プロジェクトです。田んぼの生
物多様性だけでなく、地域ごとの田んぼの文化の多様性
を育むことを目指し、生物多様性条約の国際目標に沿っ
た「水田目標 2030」を掲げて活動を行っています。
　このプロジェクトでは、農家や農業関係者だけでなく、
田んぼの生物多様性に関心を持つ
一般市民、研究者、企業などにも
幅広く参加を呼びかけています。
参加登録していただくと、専用の
メーリングリストに加入できるほ
か、ニュースレター「田んぼだより」

（右写真）をお送りします。
　詳しくは、田んぼ 2030 プロジ
ェクトのウェブサイトをご覧くだ
さい。https://tambo10.org/

「田んぼ2030プロジェクト」にご参加ください

久米島のホタル館周辺で水の生きものを探そう！
秋の生き物観察会

「田んぼだより」第 4 号 ラムサールCOP10（韓国）
での立花さん（2008 年）

本
の
紹
介



徳
島
県
鳴
門
市
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
飛
来

し
は
じ
め
た
の
は
、
2
0
1
3
年
の
こ
と
。

飛
来
す
る
個
体
が
少
し
ず
つ
増
え
る
な
か

で
1
組
の
ペ
ア
が
誕
生
し
、
2
0
1
7
年

に
は
豊
岡
市
周
辺
以
外
で
初
め
て
繁
殖
に

成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ア
は
、
そ
れ
か

ら
7
年
連
続
で
ヒ
ナ
を
巣
立
た
せ
て
お
り
、

そ
の
数
は
20
羽
に
な
り
ま
し
た
。
飛
来
す

る
個
体
も
増
え
て
お
り
、
2
0
2
3
年
1

月
か
ら
12
月
中
旬
ま
で
に
、
1
4
6
個
体

が
飛
来
し
ま
し
た
。
野
外
個
体
が
3
7
2

羽
（
2
0
2
3
年
11
月
30
日
現
在
）
で
あ

る
の
で
、
お
よ
そ
3
羽
に
1
羽
が
や
っ
て

き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
、
鳴
門
市
に
た
く
さ
ん
の
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
餌
に
し
て
い

る
の
は
、
カ
エ
ル
や
フ
ナ
、
ザ
リ
ガ
ニ
や

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
と
い
っ
た
田
ん
ぼ
に
暮

ら
す
生
き
も
の
で
す
。
成
鳥
は
1
日
に

5
0
0
g
（
ニ
ホ
ン
ア
マ
ガ
エ
ル
だ
と
約

1
0
0
匹
分
）、
成
長
期
の
ヒ
ナ
は
1
日

に
1
kg
も
餌
を
食
べ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
子
育
て
を
す
る
に
は
、
そ
の
地
域
に

た
く
さ
ん
の
餌
と
な
る
生
き
も
の
が
い
る

こ
と
や
、
餌
を
捕
り
や
す
い
環
境
で
あ
る

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
徳
島
県
は
れ

ん
こ
ん
の
作
付
面
積
が
全
国
2
位
、
そ
の

な
か
で
も
鳴
門
市
は
れ
ん
こ
ん
栽
培
が
盛

ん
な
地
域
で
、
れ
ん
こ
ん
や
稲
を
育
て
る

田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
れ
ん
こ
ん

は
、
他
の
農
産
物
に
比
べ
て
農
薬
の
使
用

量
が
少
な
く
、
収
穫
期
の
数
週
間
以
外
は

水
を
張
っ
て
い
る
た
め
、
餌
に
な
る
生
き

も
の
の
種
類
も
量
も
多
い
こ
と
、
水
深
が

浅
く
粘
土
質
で
足
が
沈
み
に
く
い
こ
と
か

ら
、
こ
の
場
所
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
と
っ
て

い
い
餌
場
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
夏
が
近
づ
く
と
れ
ん
こ
ん
も

稲
も
葉
が
生
い
茂
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
田

ん
ぼ
の
中
に
入
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
夏
で
も
餌
に
困
ら
な
い
よ
う
に
、
耕

作
放
棄
地
を
再
生
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
を
つ

く
り
餌
場
と
し
て
使
え
る
よ
う
に
し
よ
う

と
、
2
0
2
0
年
か
ら
取
り
組
み
を
は
じ

め
ま
し
た
。
20
年
～
40
年
も
耕
作
放
棄
さ

れ
た
田
ん
ぼ
は
、
草
が
生
い
茂
り
木
も
生

え
て
い
ま
し
た
。
人
力
と
重
機
を
使
っ
て

草
や
木
を
刈
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕

し
、
2
カ
月
ほ
ど
で
水
を
溜
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
魚
道
を
設

置
し
た
り
、
江
（
深
み
）
を
作
っ
た

り
、
産
卵
床
で
フ
ナ
等
の
卵
を
採
取

し
て
入
れ
た
り
と
、
生
き
も
の
が
増

え
る
工
夫
も
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

徐
々
に
生
き
も
の
が
増
え
は
じ
め
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
休
憩
や
餌
を
探
し
に

や
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
初
、
突
然
や
っ
て
き
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

に
、
地
域
の
方
々
は
喜
び
と
戸
惑
い
が
あ

り
ま
し
た
。
飛
来
す
る
個
体
数
が
増
え
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
い
る
こ
と
が
日
常
に
な
っ

て
く
る
と
、
少
し
ず
つ
地
域
が
変
わ
り
は

じ
め
ま
し
た
。
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
の
取

り
組
み
は
、
地
元
農
家
と
地
元
の
酒
蔵

「
本
家
松
浦
酒
造
」
が
連
携
し
た
、「
ビ
オ

ト
ー
プ
米
で
お
酒
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
そ
の
お
酒
は

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
お
酒
「
朝
と
夕
」
と
名
付

け
ら
れ
、
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
当
団
体

に
寄
付
さ
れ
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
棲
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
れ
ん

こ
ん
農
家
の
中
か
ら
も
、
特
別
栽
培
（
農

薬
・
化
成
肥
料
を
慣
行
の
5
割
減
）
で
れ

ん
こ
ん
を
生
産
し
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ
れ
ん

こ
ん
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
取
り
組

み
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
れ
ん
こ
ん

を
使
っ
た
カ
レ
ー
や
薬や
く
ぜ
ん
が
ゆ

膳
粥
と
い
っ
た
商

品
も
誕
生
し
ま
し
た
。
ビ
オ
ト
ー
プ
の
近

く
に
あ
る
小
学
校
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
や

地
域
に
つ
い
て
学
ぶ
環
境
学
習
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
7
回
の
授
業
の
う
ち
1
回
は
、

ビ
オ
ト
ー
プ
で
生
き
も
の
探
し
を
し
ま
す
。

田
畑
が
広
が
る
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
子

ど
も
た
ち
で
も
、
生
き
も
の
を
捕
ま
え
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
子
が
多
く
、
体
験
の

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が

選
ん
で
く
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
の
魅
力

を
伝
え
る
エ
コ
ツ
ア
ー
も
、
カ
ヌ
ー
や
ポ

タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
事
業
者
と

連
携
し
て
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

商
品
も
、
売
り
上
げ
の
一
部
か
ら
当
団
体

に
寄
付
を
い
た
だ
く
商
品
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

当
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て
き
た

ビ
オ
ト
ー
プ
整
備
で
し
た
が
、
2
0
2
3

年
11
月
か
ら
は
、
地
元
住
民
や
農
家
で
組

織
し
た
団
体
が
中
心
と
な
り
、
ビ
オ
ト
ー

プ
を
整
備
す
る
取
り
組
み
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
は
じ
ま
っ
た
地
域
の
変
化
は
、
少
し

ず
つ
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
人
も
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
輪
と
し
て
広
が
り
続
け
て

い
ま
す
。
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認
定
N
P
O
法
人
と
く
し
ま
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
　
森
　

紗
綾
香

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
や
っ
て
き
た
こ
と
か
ら

は
じ
ま
っ
た
地
域
の
変
化

整備したビオトープで餌を探すコウノトリ

コウノトリのお酒「朝と夕」

コウノトリれんこん



2

年
か
ら
昨
年
ま
で
、河
口
干
潟
で
は
、流

木
、ヨ
シ
片
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
な
ど
の

大
量
の
漂
着
ゴ
ミ
の
堆
積
が
頻
繁
に
み

ら
れ
、
シ
オ
マ
ネ
キ
な
ど
の
生
息
環
境

を
守
る
た
め
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
清
掃
活
動
に
専
念
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
夏
に
は
人
工
改
変
や
漂
着
ゴ
ミ
あ

る
い
は
砂
の
堆
積
に
よ
る
河
口
環
境
の

変
化
を
知
る
た
め
、
汽
水
域
環
境
の
健

全
度
の
指
標
で
あ
る
シ
オ
マ
ネ
キ
の
生

息
調
査
を
30
年
ぶ
り
に
実
施
し
ま
し
た

が
、
シ
オ
マ
ネ
キ
の
生
息
地
や
個
体
数

が
減
っ
て
お
り
心
配
し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
を
控
え
た
期
間
、

河
口
の
多
様
な
価
値
を
多
角
的
視
点
か

ら
再
確
認
し
、
考
え
、
未
来
に
引
き
継

ぐ
方
法
を
見
出
す
た
め
に
、
ラ
ム
ネ
ッ

ト
J
と
の
共
催
で
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

「
吉
野
川
河
口
み
ら
い
講
座
」
を
は
じ

め
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
5
回
開
催
し
、

Y
o
u
T
u
b
e
で
公
開
し
て
い
ま
す

（
下
表
参
照
）。
こ
の
講
座
を
通
し
て
、

吉
野
川
河
口
の
生
態
系
は
、
河
口
域
か

ら
紀
伊
水
道
の
漁
場
を
支
え
、
多
く
の

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
源
で
あ

り
、
川
と
海
を
つ
な
ぐ
河
口
域
の
役
割

や
価
値
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
保
全

し
て
い
く
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と

基
準
を
担
保
す
る
環
境
保
全
措
置
、
ア

セ
ス
メ
ン
ト
や
工
事
の
影
響
評
価
法
な

ど
の
検
討
、
保
全
措
置
の
決
定
プ
ロ
セ

ス
の
公
開
な
ど
を
要
望
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
成
果
と
し
て
、
阿
波
し
ら
さ
ぎ
大

橋
（
河
口
1
・
8
km
）
や
最
河
口
高
速

道
路
橋
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
20
年
間

の
調
査
デ
ー
タ
が
ウ
ェ
ブ
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
速
道
路
橋
に
関
す
る
総
合

評
価
に
つ
い
て
は
、
今
年
1
月
中
に
パ

ブ
コ
メ
が
実
施
さ
れ
、
2
0
2
4
年
今

春
で
河
口
域
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
終
了

し
ま
す
。
し
か
し
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類

な
ど
渡
り
鳥
を
含
め
、
河
口
干
潟
生
態

系
へ
の
影
響
を
さ
ら
に
見
守
り
続
け
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
本
会
で
は
、
20
年

以
上
継
続
し
て
き
た
、
干
潟
や
海
岸
の

観
察
会
や
環
境
学
習
、
あ
る
い
は
市
民

調
査
は
控
え
て
き
ま
し
た
。
2
0
1
8

吉
野
川
の
河
口
の
広
さ
は
日
本
一
、

わ
が
国
最
大
級
の
汽
水
域
と
河
口
干
潟

を
有
し
、
河
口
域
の
干
潟
は
、
シ
オ
マ

ネ
キ
が
多
数
生
息
し
、
渡
り
鳥
の
中
継

地
と
な
っ
て
い
ま
す
（「
東
ア
ジ
ア
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
フ
ラ
イ
ウ
ェ
イ
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
参
加
地
）。
河

口
域
は
、
そ
の
地
理
的
特
性
か
ら
、
法

的
に
も
行
政
的
に
も
複
雑
な
状
況
に
あ

り
、
河
口
に
は
、
20
年
以
上
の
間
に
複

数
の
大
型
工
事
（
2
本
の
道
路
橋
、
河

口
人
工
海
浜
な
ど
）
が
集
中
し
、
複
合

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
会
は
ラ
ム
ネ
ッ
ト

J
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
複
合
的
環
境
影
響

評
価
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
湿
地
と
し
て
の
国
際
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が
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
生
活
の

近
代
化
に
よ
っ
て
今
や
吉
野
川
河
口
は

日
常
か
ら
す
こ
し
遠
い
も
の
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
そ
の
潜
在
的
価
値
を
考
え
る
と
、

今
後
の
保
全
体
制
づ
く
り
が
重
要
な
の

で
す
。
自
治
体
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
人
々
の
参
加
を
得
て
、
四
国
で

初
め
て
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録

を
実
現
し
、
河
口
域
の
価
値
を
見
守
り
、

未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
の
で
す
。

ま
だ
間
に
合
う
う
ち
に
。

YouTubeで公開中の吉野川河口みらい講座

第1回 底生生物からみた吉野川河口域の重要性
https://youtu.be/3Lr36qY1k8Y

第2回 渡り鳥にとって吉野川河口域はどんなところ？
https://youtu.be/z3fsxE1RWAI

第3回 吉野川で楽しむ！干潟の生き物ウォッチング
https://youtu.be/s_Z4qSEI-N4

第4回 徳島のさかなと漁業
https://youtu.be/wLdIGwbtMn4

第5回 徳島の海、近年の大きな変化
https://youtu.be/zYx3xt1KNuA

とくしま自然観察の会　https://shiomaneki.net

吉野川河口を未来に引き継ぐために

吉野川河口に完成した２本の橋（阿波しらさぎ大橋と最河口高速道路橋）

吉野川河口の清掃活動に参加
した市民ボランティアの皆さん

吉野川河口みらい講座のチラシ

シオマネキの稚ガニ

とくしま自然観察の会／ラムネットJ理事　井口利枝子

の
先
住
民
族
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
マ

イ
ケ
ル
・
ニ
コ
ル
・
ヤ
グ
ラ
ナ
ス
さ

ん
が
「
ハ
チ
ド
リ
の
ひ
と
し
ず
く
」

と
い
う
本
で
紹
介
し
た
南
米
の
物
語

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
す
。
森
の

火
事
を
消
す
た
め
に
小
さ
な
く
ち
ば

し
で
水
を
運
ぶ
ハ
チ
ド
リ
の
話
で
す
。

同
ウ
ェ
ブ
イ
ト
で
は
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
写
真
な
ど
を
投
稿
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
身
近
な
湿
地
に
つ
い
て

ぜ
ひ
世
界
に
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
は
1
9
7
1
年

2
月
2
日
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
を
記
念
し
て
毎
年
2
月
2
日
は
世

界
湿
地
の
日
（W

orld W
etlands 

D
ay

）
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
世
界
湿
地
の
日
の
テ
ー

マ
は
「W

etlands and H
um
an 

W
ellbeing

」。
湿
地
は
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
で
私
た
ち
人
間
の
幸
せ
な
生

活
を
支
え
て
い
て
、
世
界
の
湿
地
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
て
い
ま
す
。

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（https://

w
w
w
.w
orldw

etlan
dsday.

org/

）
か
ら
、
世
界
湿
地
の
日
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

今
年
の
ハ
チ
ド
リ
の
絵
柄
は
カ
ナ
ダ

2
月
2
日
は「
世
界
湿
地
の
日
」。

人
々
の
幸
せ
な
生
活
を
支
え
て
い
る
湿
地
を
守
ろ
う
！

世界湿地の日2024のポスター
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「
重
富
海
岸
」
は
、
鹿
児
島
県
の
中

央
に
位
置
す
る
鹿
児
島
湾
（
通
称
：
錦

江
湾
）
の
ふ
ち
に
あ
る
海
岸
で
す
。
海

岸
内
に
は
松
林
が
広
が
り
、
白
砂
青
松

の
風
景
が
広
が
り
ま
す
。
干
潮
時
に
は

最
大
53
ha
の
干
潟
も
あ
ら
わ
れ
、
ハ
ク

セ
ン
シ
オ
マ
ネ
キ
や
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど

の
甲
殻
類
、
ム
ギ
ワ
ラ
ム
シ
や
ヤ
マ
ト

カ
ワ
ゴ
カ
イ
な
ど
の
多
毛
類
、
チ
ワ
ラ

ス
ボ
や
キ
ス
、
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
魚
類
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
一
年
を
通
し
て
ミ
サ
ゴ
が
飛
び
、

冬
に
は
ク
ロ
ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
も
や
っ
て

き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
海
岸
を
拠
点
に
環

境
教
育
を
行
っ
て
い
る
N
P
O
法
人
で

す
。
海
や
干
潟
だ
け
で
な
く
、
森
や
川
、

湿
地
や
里
山
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の

つ
な
が
り
か
ら
、
人
と
自
然
の
無
理
の

な
い
持
続
可
能
な
共
生
社
会
を
作
る
た

め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
と
て
も
美
し
く
、
年
間

4
万
人
以
上
が
訪
れ
る
重
富
海
岸
で
す

が
、
40
年
前
に
は
埋
め
立
て
計
画
が
あ

り
、
20
年
前
は
ゴ
ミ
に
あ
ふ
れ
人
々
か

ら
見
放
さ
れ
た
海
岸
で

し
た
。
見
放
さ
れ
荒
れ

て
い
た
頃
も
地
元
の
方
か
ら
聞
こ
え
る

の
は「
昔
は
よ
か
っ
た
」と
い
う
声
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
「
昔
は
よ
か
っ
た
」
と

言
え
る
海
岸
が
荒
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？　

私
た
ち
は
そ
れ
は
、
そ
の
場
所

の
価
値
を
知
ら
ず
「
あ
っ
て
当
た
り
前
」

と
思
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

　

20
年
前
、
私
た
ち
は
こ
の
海
岸
の
価

値
を
知
り
、
残
し
た
い
・
守
り
た
い
と

思
え
る
人
を
増
や
す
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
調
査
研
究
を
し
、
そ
の
デ
ー
タ
を

元
に
展
示
を
つ
く
り
、
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た
海
の
家
の
建
物
を
活
用
し
た
博

物
館
で
発
信
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
で
干
潟
や
松
林
の
価
値
を
伝
え
ま
し

た
。
ゴ
ミ
だ
ら
け
だ
っ
た
海
岸
で
は
、

毎
日
記
録
を
と
り
な
が
ら
拾
い
、
ゴ
ミ

を
捨
て
た
く
な
い
と
思
え
る
対
策
を
し
、

ゴ
ミ
の
落
ち
て
い
な
い
海
岸
を
作
り
ま

し
た
。
す
る
と
、
多
く
の
方
が
自
ら
一

緒
に
保
全
活
動
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。「
保
全
」
が
進
む
こ

と
で
「
利
用
」
す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

2
0
1
2
年
に
は
国
立
公
園
の
園
地
に

も
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

価
値
を
知
り
、
そ
の
場
所
を
好
き
に

な
る
人
が
増
え
る
と
場
所
は
荒
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
重
富
海
岸
は
人
も
生

き
物
も
共
生
す
る
海
岸
を
維
持
し
て
い

き
ま
す
。

重
富
海
岸
（
鹿
児
島
県
）

　

ムギワラムシハクセンシオマネキ

干潟の生き物観察ツアー

重富海岸
桜島

鹿児島湾

姶良市

鹿児島市

N
P
O
法
人
く
す
の
木
自
然
館
　
浜
本
　
麦ば
く

田んぼは多様な生きものを育むことが
でき、日本の田んぼからは 6000 種以上
の生きものが確認されています。しかし、
農薬の使用や圃

ほじょう

場整備の進展など、生き
ものが棲みにくくなってきたことも否定
できません。湿地を利用する田んぼは、
多くの生きものに囲まれながらコメを生
産し続けられるすばらしい環境です。生
業としての農業と地域の自然環境を両立
させること、その実現には何が必要かを議
論する場としてICEBA（International 
Conference  for  Enhancing  the 
Biodiversity in Agriculture）は始まり
ました。

第 6 回生物の多様性を育む農業国際会
議ICEBA2023が2023年11月18 ～ 19日
に開催されました。佐渡市のあいぽーと
佐渡をメイン会場とし、3 つの分科会は
別々の会場に分かれて行われました。

筆者はトキ交流会館を会場にした第 1
分科会「生物の多様性を育む農業のすす
め」の副座長として参加しました。各地
の事例紹介として、筆者は宮城県大崎耕
土の認証米の取り組み、徳島県小松島市
の茨木昭行さんからは地域ぐるみの生物
多様性農業の取り組み、石川県羽咋市の
農家である濱田栄治さんからは省エネや
脱プラスチック等、環境負荷低減の取り

組み、地元佐渡市の佐々木邦基さんから
は子どもや保護者への食育や田んぼでの
体験活動について報告がありました。

各地の熱を帯びた報告から、生きもの
を育む農業によって地域づくりを進める
ためには、生きものの生息場所となるビ
オトープや移動経路となる魚道の設置で
改善すること、機械化した現在の農業の
中で生きものを育み環境負荷を減らすた
めに工夫を重ねること、環境を守るため
の活動を支えるための認証制度や所得補
償といった仕組みを整えること、農協や
生協などが生きものを育んでいる農産物
を消費者へ届けること、生きものを育む
農業が食の安全・安心に直結し、持続的
な地域づくりにつながっていることを食
育や体験活動によってより多くの人に理
解を拡げ、支援してもらうことなど、非
常に多岐にわたる
課題が再確認でき
ました。

日本の農業は農
業者の高齢化、後
継者不足、生物多
様性の低下に加え、
気候変動対策とし
て脱炭素やメタン
発生抑制にも対応

すべきとのことで、大きな変革が求めら
れています。現在提案されている気候変
動対策の中には、生きものを大きく減ら
してしまうような手法も見られます。こ
のようなトレードオフによって将来に禍
根を残すことのないよう、今後、ICEBA
の果たすべき役割は大きくなっていると
いえるでしょう。

ICEBA2023 に関する情報は下記にも
ありますので、ぜひご活用ください。

●�田んぼだより第5号　http://www.ramnet-j.org/�
2023/12/26/tambo2030_005.pdf

●�ICEBA2023当日資料（佐渡市HP）https://www.
city.sado.niigata.jp/soshiki/2018/55231.html

第6回 生物の多様性を育む農業国際会議ICEBA2023
～報告とその背景～

トキとコハクチョウ
トキがいるのは佐渡ならではの風景。
当日は佐渡への船が一部欠航するほど
の悪天候でした。

第1分科会会場のトキ交流会館

自然栽培圃場の看板
佐渡では生きものを育む農業への挑戦
が続いています。

NPO 法人田んぼ／ラムネット J 理事　舩橋玲二
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ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆様からの会費や、
カンパ、助成金などでまかなっています。ぜひ、ラムネットJのサポーター（一般賛助
会員）になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保護にかかわりたい
方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会をお待ちしています。そのほか、
団体や企業としての入会も可能です。詳しくは事務局までお問い合わせください。

会員の特典
機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付するほか、会員限定のメーリングリスト
に参加できます。ラムネットJが主催する催しの参加費が割引になる場合もあります。
入会申込方法

●郵便振替　郵便振替用紙（払込取扱票）の通信欄に、ご希望の会員種別、お名前、住
所、電話番号、Eメールアドレスをご記入の上、年会費をお振り込みください。一般銀
行から振り込む場合は（払込取扱票への記入ができませんので）振り込み後に上記の申
込事項をEメール、FAX、郵便等で右記の事務局までお知らせください。
●ウェブサイト　一般賛助会員、一般正会員については、ウェブサイトからオンラインで
の入会も可能です。http://www.ramnet-j.org/join/にアクセスし、「入会申込フォー
ム」に記入して送信してください。年会費は郵便振替でご送金いただくか、オンライン
決済サイトSyncable（シンカブル）からクレジットカードで送金することも可能です。

振　込　先
ゆうちょ銀行　 振替口座 00140-0-765702　ラムサール・ネットワーク日本

（一般銀行から） ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店 
 　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

会員
種別

正会員 賛助会員
総会での議決権が

あります
総会での議決権が

ありません
一　般 1口 5,000円 1口 2,000円
団　体 1口 10,000円 1口 10,000円
特　別 50,000円 以上 30,000円 以上
企　業 − 1口 100,000円

ラムサール・ネットワーク日本  会員募集 !!
会員種別と入会申込金（年会費）

年会費（入会金）
年会費は毎年4月から翌年3月までの1年分です。
入会初年度は、年度途中の入会でも入会金として
1年分の会費をいただきます。2 〜 3月に入会の
場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

事　務　局
NPO法人 ラムサール・ネットワーク日本
〒110-0016  東京都台東区台東1−12−11
青木ビル3F　TEL/FAX 03-3834-6566
Eメール info ramnet-j.org

●
佐
竹
節
夫
さ
ん
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
本
を

出
版　
日
本
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
会
の
代
表
で

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
理
事
で
も
あ
る
佐
竹
節

夫
さ
ん
が
執
筆
し
た
本
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
と

暮
ら
す
ま
ち
」
が
、
農
山
漁
村
文
化
協
会

か
ら
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
豊
岡
市
で
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
ま
で
の
経
緯
や
、
湿

地
の
保
全
再
生
、
無
農
薬
・
減
農
薬
農
業

へ
の
取
り
組
み

な
ど
現
場
の
話

が
詳
し
く
語
ら

れ
て
い
ま
す
。

2
2
0
0
円
。

●
御
嵩
町
リ
ニ
ア
建
設
残
土
問
題
の
続
報　

本
誌
52
号
・
53
号
で
も
お
伝
え
し
た
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
残
土
に
よ
っ
て
岐

阜
県
御
嵩
町
の
美
佐
野
ハ
ナ
ノ
キ
湿
地
群

を
埋
め
立
て
る
計
画
に
つ
い
て
、
御
嵩
町

で
は
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
是
非
が

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
審
議
会
に
は
公
募

を
含
め
た
15
人
の
委
員
が
参
加
し
て
い
て
、

そ
の
多
く
は
埋
め
立
て
慎
重
派
が
占
め
て

い
ま
す
。
昨
年
7
月
に
新
た
に
就
任
し
た

渡
辺
幸
伸
町
長
も
「
埋
め
立
て
は
ゼ
ロ
ベ

ー
ス
で
検
討
す
る
」
と
表
明
し
て
い
る
た

め
、
計
画
撤
回
に
向
け
て
一
歩
踏
み
出
す

か
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
「
残

土
受
け
入
れ
撤
回
」
と
は
な
ら
な
い
よ
う

で
、
今
後
も
目
を
離
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
審

議
会
の
開
催
記
録
等
は
御
嵩
町
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
美
佐
野
ハ
ナ
ノ
キ
湿
地
群
に
関

し
て
は
W
W
F
ジ
ャ
パ
ン
も
、
昨
年
12
月

に
保
全
を
求
め
る
声
明
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
W
W
F
ジ
ャ
パ
ン
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

●
佐
賀
で
有
明
海
再
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　

“
宝
の
海
”の
再
生
を
考
え
る
市
民
連
絡

会
の
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
有
明

海
の
再
生
を
科
学
的
に
考
え
る
～
開
門
調

査
に
つ
い
て
の
誤
解
を
解
き
、
誰
も
が
納

得
で
き
る
解
決
策
を
探
る
た
め
に
～
」
が
、

3
月
9
日
（
土
）
13
時
か
ら
佐
賀
大
学
経

済
学
部
5
番
教
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
。
詳
細
は
後
日
、

同
連
絡
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

w
w
w
.einap.org/jec/subcategory/

projects/49

）
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
が
展
開
し
て
い
る
「
田

ん
ぼ
2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

田
ん
ぼ
の
生
物
多
様
性
向
上
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
2
0
2
2
年
度
か
ら

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、

2
0
2
3
年
中
に
は
2
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

9
月
22
日
に
開
催
し
た
第
4
回
は
「
田

ん
ぼ
の
O
E
C
M
／
自
然
共
生
サ
イ
ト
へ

の
登
録
～
そ
の
可
能
性
と
課
題
～
」
を
テ

ー
マ
に
、
環
境
省
自
然
環
境
計
画
課
の
蒲

地
紀
幸
さ
ん
と
民
間
稲
作
研
究
所
理
事
長

の
舘
野
廣
幸
さ
ん
を
講
師
に
議
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

12
月
15
日
の
第
5
回
で
は
農
研
機
構
研

究
員
の
片
山
直
樹
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、

「
生
物
多
様
性
を
向
上
さ
せ
る
農
法
～
大

規
模
調
査
の
成
果
報
告
と
、
農
業
の
現
場

で
の
生
物
多
様
性
の
向
上
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
6
回
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
2
月
28

日
に
不
耕
起
栽
培
を
テ
ー
マ
に
開
催
す
る

予
定
で
す
。
詳
細
は
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

湿地のグリーンウェイブ2024湿地のグリーンウェイブ2024
参加団体募集！参加団体募集！

　「グリーンウェイブ」は生物多様性条約事務局の呼びかけによっ
て始まった、生物多様性を向上させるための国際的なキャンペーン
です。この取り組みをあらゆる湿地で拡げるために、ラムネットJ
では湿地保全のキャンペーン「湿地のグリーンウェイブ」を、5月
22日の「国際生物多様性の日」を中心とした4〜7月に開催してい
ます。この期間に湿地の保全や賢明な利用を目的として各地で実施
されるさまざまな活動や主催団体の情報を、湿地のグリーンウェイ
ブに登録してください。
　ラムネットJでは参加団体の情報を掲載したリーフレットを3月
下旬に発行します。また、各団体のイベント情報はウェブサイトに
随時掲載していきます。詳細は下記ウェブサイトをご覧ください。

●�申込方法：「参加団体募集」のページ（http://www.ramnet-j.org/�
gw/boshu.html）をご参照のうえ、参加申込書をメールでお送り
いただくか、ウェブのフォームからお申し込みください。
●リーフレット掲載のための登録締切：2024年2月29日（木）
●申込先・お問い合わせ：ラムネットJ事務局
　担当者宛Eメール��gw ramnet-j.org
●�詳しくは湿地のグリーンウェイブのウェブサイト
　（http://www.ramnet-j.org/gw/）をご覧ください。

田
ん
ぼ
2
0
3
0
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
と
ご
案
内


